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　大阪大学は１９３１年（昭和６年）、医学部と理学部の２学部からなる第６番目の帝国大学
として大阪中之島の地に創設されました。その原点は、幕末の１８３８年に蘭学者・緒方洪
庵が私塾として現在の大阪北浜に開いた「適塾」に遡ります。外国語学部のルーツである
大阪外国語学校出身の司馬遼太郎が小説『花神』の冒頭で、適塾を大阪大学の「前身」、
緒方洪庵を「校祖」と表現しています。当時、大坂は長崎に並ぶ新しい学問の中心地であ
り、適塾には、延べ１，０００名を超える塾生が日本全国から最先端の学問を学ぶために集ま
りました。その中から、大村益次郎、福澤諭吉、長與専斎、佐野常民、大鳥圭介、手塚良庵
（手塚治虫の曾祖父）といった様々な分野でリーダーとして活躍した数多くの塾生を輩出
しました。このように適塾の自由闊達な学問的気風と先見性の下で学んだ若い有志が、明
治維新という我が国の新しい時代を切り開く大きな原動力になり、その適塾の精神「人の
ため、世のため、国のため、道のため」は大阪仮病院に継承され、大阪医学校や大阪府立
医科大学を経て、１９３１年に大阪帝国大学へと繋がります。その後１９３３年には大阪工業
大学（１８９６年設立）が工学部として加わりました。戦後、新たに法文学部が加わった際に、
江戸時代中期、大坂町人が町人のためにつくった学問所「懐徳堂」の蔵書類が大阪大学に
寄贈され、大坂の町に息づいた町民文化や独創的な学問・思想も受け継ぐに至りました。
２００４年の国立大学法人化を経て、２００７年には、大阪外国語大学（１９２１年設立）との統
合により、現在、１１学部、１６研究科、５つの附置研究所を擁する我が国屈指の研究型総合
大学に成長いたしました。
　このように、「適塾」を原点として、「懐徳堂」の精神を受け継ぎ、大阪府民の熱意に支え
られた本学は、「地域に生き世界に伸びる」をモットーに、我が国を代表する総合大学とし
て、世界に向かってたゆみなく発展を遂げるとともに、数多くの優れた研究者、教育者、文
化人、そして政財界など各界の指導者や卓越した人材を世に輩出してきました。
　大学は「教育と学問の府」であり、「物事の本質を究める」ことが大学のプリンシプルで
あると考えています。その上で次代を担う人材を教育・育成すること、人と社会に貢献す
る科学や技術を発展させることが大学の大きな使命であり、重要な役割であると思って
います。
　大阪大学は、今この大学の使命と役割を再確認し、世界をリードする学問と研究の世界
屈指の拠点となるという高い志の下、「２２世紀にひときわ輝く大学となる」ことを目指し
て進んでいきます。
　引き続き、大阪大学ホームページ（www.osaka-u.ac.jp）にご注目ください。

大阪大学総長

２２世紀にひときわ輝く
　　　  大阪大学を目指して

ごあいさつ
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　国立大学法人大阪大学は、「物事の本質を究める学問と教育が大学の使命であり、この

使命を果たすことで大学は社会に貢献していく」という理念のもと、「地域に生き世界に

伸びる」をモットーに、大阪大学を学問と教育の世界的拠点とするとともに、高い倫理観

を保持した優秀なグローバル人材を育成するという志を有している。

　「国家１００年の計は教育にあり」と言われているように、わが国の将来は、ひとえに人材

育成にある。大阪大学は、何が物事の本質であるかを見極める能力を有し、各方面で指導

的立場に立てるグローバル人材を世に送り出すという使命を担っている。また、社会に適

切な変革をもたらすイノベーションの推進や心豊かで平和な社会の実現は、物事の本質

を究める基礎研究の振興なくしてはありえない。社会が大学に求めているのは、このよう

な知的創造活動としての基礎研究の推進であり、それに基づいた産学連携・社学連携で

ある。大学でしかできない基礎研究や学問に基づいた教育を推進していくことにより、社

会の発展と福祉に貢献するとともに、教育・研究のあり方について積極的に提言・実践

していく。

　個々の構成員が溌剌と自由に活動でき、多様性を有するすべての教育研究組織が協

力し、かつ独自性を発揮することが大学発展の根本である。そのうえで、総長のリーダー

シップのもと、執行部、事務機構、教育研究組織、それぞれの構成員全員が社会の期待に

応えることができるように、積極的に大学改革を推進していく。これらを踏まえ、大阪大学

は原点である適塾や精神的源流となっている懐徳堂の精神を後世に引き継ぎながら、世

界屈指のグローバル大学として２２世紀においても輝き続ける基盤を、以下の８つの方針

に基づき、構成員全員の英知と力を合わせて構築していく。

大阪大学未来戦略（ 2 0 1 2  ̶  2 0 1 5 ）

―  2 2 世紀に輝く―

未来戦略

はじめに
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科学政策や国際戦略の策定、分野横断的な研究領域の開拓、深い専門性と多様性を有するグローバル
人材の輩出、基礎研究の推進、若手研究者の育成など、大学全体が取り組むべき戦略的課題に柔軟かつ
機動的に対応するために「大阪大学未来戦略機構」を設置する。総長のリーダーシップが発揮できるよう
に、機構長を総長とし、本機構を大阪大学における大学改革の柱と位置づける。

1

　総長のリーダーシップのもと、部局横断的な教育・研究を推進するために、新たに
「大阪大学未来戦略機構」が平成２３年１２月に発足しました。
　専門領域の教育・研究はこれまで各部局で行われてきましたが、現代社会には多
様な面から解決するべき幾多の課題が立ちはだかり、専門領域を越えた新たな取り
組みが求められています。
　そのため、未来戦略機構では大学全体が取り組むべき戦略的課題に柔軟かつ機動
的に対応することを目的とし、総長を機構長として、中長期的視野に立ち大学全体を
俯瞰しつつ、部局横断的に教育・研究を推進します。

全学教育推進機構を核に、教育のグローバル化を強く推進する。学生の海外派遣・留学を支援する施策
を充実させるとともに、地球規模での多様な人材により構成されるグローバルキャンパスの早期実現を
目指す。

2

グローバルキャンパス実現のための国際戦略を策定する。この過程で海外拠点のあり方を見直すとともに、
より実質的な大学間交流を目指す。

3

個人の観点と組織の観点を共に活かし、中長期的な視点に立って全体像を見据えつつ、さらに総長や各
部局長の考えに基づき、大阪大学の将来の発展につながるような基礎研究の推進や人材育成などに、限
られた財源の有効活用が図れるよう、大学内の財源配分を再検討する。

4

施設の維持管理を将来にわたって計画的かつ持続的に大学の責任で実行していく。このために必要とな
る財源確保の方策を策定し実行する。また、大学が保有する施設や土地等を中長期的展望に立ち、処分
を含めてより有効活用するための施策を策定する。

5

大阪大学の未来戦略に基づいて、同窓会組織とより緊密な連携を図るとともに、未来基金の恒常的な基
金増加方策を計画し実行する。

6

大阪大学の基本姿勢を広く社会や国に発信し、社会により開かれた大学を目指す。この目的に沿った
広報・社学連携活動を国内外の区別なく、さらに強化する。

7

健康でより快適なグローバルキャンパスを目指し、施設の充実のみならず、学びがいや働きがいを感じ、
安全で平穏に学習や研究に没頭できる、心身ともに健康で快適な環境の維持に資する施策を立案し実
行する。

8

未来戦略 8 箇条



浪速高等学校イ号館（現大阪大学会館）

文学部

懐徳堂

1724
（享保9）

大阪高等学校

1921
（大正10）

浪速高等学校

1926
（大正15）

微生物病研究所

1934
（昭和9）

産業科学研究所

1939
（昭和14）

塩見理化学
研究所

理学部 医学部

適　塾

1838
（天保9）

大阪帝国大学

1931
（昭和6）

大阪大学
(新制 )

1949
（昭和24）

国立大学法人
大阪大学

2004
（平成16）

創立１００周年
2031

大阪仮病院

1869
（明治2）

大阪医科大学

1915
（大正4）

1916
（大正5）

外国語学部

2007
（平成19）

大阪外国語大学

1949
（昭和24）

大阪外国語学校

1921
（大正10）

工学部

1933
（昭和8）

大阪工業学校

1896
（明治29）

大阪外国語学校上八校舎門標

適　塾

教育・研究組織の拡充

1951（昭和 26）歯学部
1955（昭和 30）薬学部
1958（昭和 33）蛋白質研究所
1961（昭和 36）基礎工学部
1966（昭和 41）社会経済研究所
1972（昭和 47）人間科学部
1972（昭和 47）溶接工学研究所
　　　　　　　　   （1996 年（平成 8）
                            接合科学研究所に改称）

1989（平成元）　言語文化研究科
1994（平成 6）　国際公共政策研究科
2002（平成 14）情報科学研究科
2002（平成 14）生命機能研究科
2004（平成 16）高等司法研究科
2009（平成 21）連合小児発達学研究科　

重建懐徳堂の復元模型

法経学部
（1953年（昭和 28）
法学部と経済学部に分離）

54

沿　革

大阪大学の過去－現在－未来
大阪大学は適塾を原点に、懐徳堂の精神も引き継ぐ



適　塾

54

歴代総長

初代総長
2代総長
3代総長
4代総長
5代総長
6代総長
7代総長
8代総長
9代総長

長岡　半太郎
楠本　長三郎
真島　利行
八木　秀次
今村　荒男
正田　建次郎
赤堀　四郎
岡田　實
釜洞　醇太郎

6年
9年
18年
21年
21年
29年
35年
41年
44年

昭和 5月 1日就任
6月22日就任
2月 3日就任
2月 2日就任
12月28日就任
12月28日就任
12月17日就任
12月17日就任
8月26日就任

運営体制
運 営 組 織 審 議 機 関

総　　長
役  員

総長補佐 （7名）

理事・副学長 （８名） 監事 （２名）
総長を補佐し、業務を分担

総長の特命事項を処理

理事補佐 （17名）

本部事務機構

総長の命を受け、理事の職務を補佐

総長に意見を具申

役員会 （総長、理事）
大学の経営及び教育研究に
関する重要事項を審議

経営協議会
大学の経営に関する
重要事項を審議

教育研究評議会
大学の教育研究に
関する重要事項を審議

（平成24年7月1日現在）役員・総長補佐・理事補佐
総　長

平野　俊夫

理事・副学長

恵比須　繁之
東島　清
馬場　章夫
相本　三郎
阿部　顕三
尾山　眞之助
江口　太郎
高橋　明

監　事

関　順一郎
山崎　優

総長補佐

江川　溫
瀧原　圭子
星野　俊也
宮崎　純一
村上　富士夫
大和谷　厚
吉川　秀樹

理 事 補 佐

池　道彦  
大竹　文雄  
小川　哲生  
尾﨑　雅則  
尾上　孝雄   
金倉　譲  
川端　亮  
北岡　良雄  
下田　正  

堂目　卓生  
中谷　和彦  
中村　春木  
原田　彰宏  
正城　敏博   
三成　賢次   
南埜　宜俊
棟居　快行  

(平成24年7月1日現在)経営協議会学外委員

氏　名

大竹　伸一
川島　康生
河田　悌一  
川名　紀美  
小林　栄三
近藤　純子  
佐藤　行雄   

現　職

西日本電信電話株式会社 取締役相談役
独立行政法人国立循環器病研究センター 名誉総長
日本私立学校振興・共済事業団 理事長、前関西大学学長
ジャーナリスト
伊藤忠商事株式会社 取締役会長
東洋炭素株式会社 代表取締役会長
公益財団法人日本国際問題研究所 副会長

氏　名

城野　政弘
角　和夫
竹内　敬介
手代木　功
中村　邦夫
野村　正朗
森　詳介

現　職

福井工業大学学長
阪急阪神ホールディングス株式会社 代表取締役社長
日揮株式会社 代表取締役会長兼ＣＥＯ
塩野義製薬株式会社 代表取締役社長
パナソニック株式会社 相談役
公益財団法人りそなアジア・オセアニア財団 理事長
関西電力株式会社 取締役会長

8月26日就任
8月26日就任
8月26日就任
8月26日就任
8月26日就任
8月26日就任
8月26日就任
8月26日就任

10代総長
11代総長
12代総長
13代総長
14代総長
15代総長
16代総長
現  総  長

若槻　哲雄
山村　雄一
熊谷　信昭
金森　順次郎
岸本　忠三
宮原　秀夫
鷲田　清一
平野　俊夫

50年
54年
60年
3年
9年
15年
19年
23年

昭和

平成
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文 学 部
人 間 科 学 部
外 国 語 学 部
法 学 部
経 済 学 部
理 学 部
医 学 部

歯 学 部
薬 学 部
工 学 部
基 礎 工 学 部

微 生 物 病 研 究 所

産 業 科 学 研 究 所

蛋 白 質 研 究 所
社 会 経 済 研 究 所
接　合　科　学　研　究　所

文 学 研 究 科
人 間 科 学 研 究 科
法 学 研 究 科
経 済 学 研 究 科
理 学 研 究 科

医 学 系 研 究 科

歯 学 研 究 科

薬 学 研 究 科

工 学 研 究 科
基 礎 工 学 研 究 科
言 語 文 化 研 究 科
国 際 公 共 政 策 研 究 科
情 報 科 学 研 究 科
生 命 機 能 研 究 科
高 等 司 法 研 究 科
大阪大学・金沢大学・浜松医科大学・
千 葉 大 学 ・ 福 井 大 学
連 合 小 児 発 達 学 研 究 科

病院
動物実験施設

病院
歯科技工士学校

比較行動実験施設

構造熱科学研究センター
基礎理学プロジェクト研究センター

法政実務連携センター

共同研究実習センター
ツインリサーチセンター
PET分子イメージングセンター

口腔科学フロンティアセンター

子どものこころの分子統御機構研究センター

薬用植物園
実践薬学教育研究センター
創薬教育センター

超精密科学研究センター
原子分子イオン制御理工学センター
フロンティア研究センター
サステイナビリティ・デザイン・オンサイト研究センター
高度人材育成センター
構造・機能先進材料デザイン教育研究センター

感染動物実験施設
感染症DNAチップ開発センター
難治感染症対策研究センター
遺伝情報実験センター
感染症国際研究センター
生体応答遺伝子解析センター

産業科学ナノテクノロジーセンター
総合解析センター
量子ビーム科学研究施設
産業科学連携教育推進センター
国際共同研究センター

蛋白質解析先端研究センター

行動経済学研究センター

スマートプロセス研究センター

大
阪
大
学

学  部

大学院

附置研究所

（昭和6.5）
（昭和61.4）

（昭和28.8）
（昭和35.4）

（昭和55.4）

（平成13.4）

（平成21.4）
（平成23.10）

（昭和62.5）
（平成21.4）
（平成22.6）

（平成23.7）

（昭和49.4）
（平成18.4）
（平成20.3）

（平成22.4）

（平成13.4）
（平成15.4）
（平成18.4）
（平成19.10）
（平成20.4）
（平成20.4）

（昭和42.6）
（平成16.4）
（平成17.4）
（平成17.4）
（平成17.4）
（平成22.4）

（平成14.4）
（平成21.4）
（平成21.4）
（平成21.4）
（平成21.4）

（平成24.4）

（平成16.4）

（平成15.4）
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（平成16.4）中之島センター

本部事務機構

総合図書館
生命科学図書館
理工学図書館
外国学図書館

附　属　図　書　館 （昭和6.5）
（平成4.4）
（昭和45.10）
（平成19.10）

核物理研究センター
サイバーメディアセンター
レーザーエネルギー学研究センター

全 国 共 同 利 用 施 設 （昭和46.4）
（平成12.4）
（平成16.4）

サンフランシスコ教育研究センター
グローニンゲン教育研究センター
バンコク教育研究センター
上海教育研究センター

［ 米　　国 ］
［ オランダ ］
［ タ　　イ ］
［ 中　　国 ］

海　　外　　拠　　点 （平成16.4）
（平成17.4）
（平成18.4）
（平成22.2）

低温センター
超高圧電子顕微鏡センター
ラジオアイソトープ総合センター
環境安全研究管理センター
国際教育交流センター
生物工学国際交流センター
極限量子科学研究センター
太陽エネルギー化学研究センター
総合学術博物館
保健センター
臨床医工学融合研究教育センター
コミュニケーションデザイン・センター
金融・保険教育研究センター
科学教育機器リノベーションセンター
グローバルコラボレーションセンター
日本語日本文化教育センター
環境イノベーションデザインセンター
ナノサイエンスデザイン教育研究センター
知的財産センター

学内共同教育研究施設 （昭和46.4）
（昭和49.4）
（昭和57.4）
（平成16.4）
（平成22.4)
（平成7.4）
（平成18.4）
（平成13.4）
（平成14.4）
（平成16.4）
（平成16.11）
（平成17.4）
（平成18.4）
（平成19.4）
（平成19.4）
（平成19.10）
（平成22.10）
（平成20.12）
（平成22.4）

（平成23.12）
（平成24.4）
（平成23.4）
（平成23.6）
（平成21.4）
（平成20.4）
（平成23.4）
（平成16.4）
（平成23.6）

学　内　組　織 未来戦略機構
全学教育推進機構
産学連携本部
脳情報通信融合研究センター
学際融合教育研究センター
21世紀懐徳堂
適塾記念センタ ー
安全衛生管理部
環境 ・エネルギー管理部

免疫学フロンティア研究センター世界トップレベル研究拠点 （平成19.10）
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文 学 研 究 科

人間科学研究科

法 学 研 究 科

経 済 学 研 究 科

理 学 研 究 科

医 学 系 研 究 科

歯 学 研 究 科

薬 学 研 究 科

工 学 研 究 科

文 化 形 態 論

文 化 表 現 論

文 化 動 態 論

人 間 科 学

グローバル人間学

法 学・政 治 学

経 済 学

政 策

経 営 学 系

数 学

物 理 学

化 学

生 物 科 学

高 分 子 科 学

宇 宙 地 球 科 学

医 学

医 科 学

保 健 学

口 腔 科 学

創 成 薬 学

医 療 薬 学

生 命 先 端 工 学

応 用 化 学

精密科学・応用物理学

知能・機能創成工学

広域文化形態論、哲学、日本学、日本史、世界史、考古学、人文地理学

広域文化表現論、国文学・東洋文学、西洋文学・語学、日本語学、芸術学、芸術史

共生文明論、アート・メディア論、文学環境論、言語生態論

先端人間科学、人間行動学、行動生態学、社会環境学、基礎人間科学、臨床教育学、教育環境学、
●安全工学心理学

人間開発学、地域研究

総合企画法政、比較法政、公共法政、●企業法務論、●金融法務論

理論分析、政策分析、歴史分析、○数理経済学、○計量経済学

応用経済、○市場システム、●産官学プロジェクト

モデル解析、経営情報、技術経営、ビジネス

代数学、幾何学、解析学、大域数理学、実験数学、応用数理学、●統合数理科学

物性物理学、素粒子・核物理学、基礎物理学、量子物理学、学際物理学、○素粒子・核反応学、
○クォーク核物理学、○加速計測学、○極限科学、○先端光科学、●先端物理学

無機化学、物理化学、有機化学、学際化学、○機能物質合成化学、○無機化合物機能学、
○生体分子構造学、●高機能材料物性学、●機能ペプチド学

分子細胞生物学、細胞生物学、適応生物学、相関生物学、生物物質学、○蛋白質機能学、
○細胞情報制御学、●細胞機能構造学、●生命誌学、●生物分子情報学

高分子合成・反応化学、高分子構造・物性・機能論、高分子凝集系科学、○情報高分子科学

宇宙惑星進化学、自然物質学、極限物質学

解剖学、生理学、神経科学、生化学・分子生物学、病理学、薬理学、分子治療学、医用工学、社会環境医学、
感染免疫医学、遺伝医学、健康スポーツ科学、内科学、情報統合医学、放射線統合医学、外科学、
生体統御医学、器官制御外科学、脳神経感覚器外科学、○情報機能医学、○治療情報学、
○生体防御医学、○健康増進医学、○感染制御医学、●発生・再生医学、●病態制御基礎医学、
●加齢機構学、●免疫アレルギー医学、●免疫・感染制御学、●循環微小画像医学、●細胞認識機構学、
●腫瘍感染免疫学、●分子イメージング解析学、●循環制御医学、●腫瘍医学、●医薬品医療機器評価学

－

看護実践開発科学、生命育成看護科学、総合ヘルスプロモーション科学、機能診断科学、医用物理工学、
生体情報科学、●分子イメージング学、●血栓症診断学、●粒子線治療学、●画像誘導放射線治療学

顎口腔病因病態制御学、顎口腔機能再建学、高次脳口腔機能学、口腔分子感染制御学、
口腔分子免疫制御学、口腔分化発育情報学、○顎口腔病態検査治療学、○療護歯科保健学、
●頭蓋顎顔面発生発育機構学、●次世代口腔医療創薬開発科学

医薬品創製化学、生命分子薬科学、環境衛生薬学、○薬用資源学、○細胞生物学、●医薬基盤科学

臨床薬物治療科学、生命医療薬物科学、医薬品情報科学、○医療薬学、○伝統医薬解析学、
●分子生理病態学、●環境病因病態学

物質生命工学、生物工学、○生体膜分子学、○応用微生物学、○分子微生物学

分子創成化学、物質機能化学、○分子素子化学、○励起反応化学、○環境化学、○量子分子工学、
○複合材料工学

精密科学、応用物理学、○量子デバイス工学、○超伝導フォトニックデバイス

先導的融合工学

修士（文学）
博士（文学）

修士（文学）

修士（人間科学）
博士（人間科学）

修士（法学）
博士（法学）

修士
（経済学、応用経済学、経営学）

博士
（経済学、応用経済学、経営学）

修士（理学）
博士（理学）

博士（医学）

修士（医科学）

修士（保健学、看護学）
博士（保健学、看護学）

博士（歯学）

修士（薬科学）
博士（薬科学）

博士（薬学）

修士（工学）
博士（工学）

大学院
研　究　科 専　　攻 学　位　名

○ ̶ 学内他部局との協力講座
● ̶ 学外研究機関との連携講座（分野）

講　　　座　　　等
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文 学 部

人 間 科 学 部

外 国 語 学 部

法 学 部

経 済 学 部

理 学 部

医 学 部

歯 学 部

薬 学 部

工 学 部

基 礎 工 学 部

人 文 学 科

人 間 科 学 科

外 国 語 学 科

法 学 科

国 際 公 共 政 策 学 科

経 済 ・ 経 営 学 科

数 学 科

物 理 学 科

化 学 科

生 物 科 学 科

医 学 科

保 健 学 科

歯 学 科

薬 学 科

薬 科 学 科

応 用 自 然 科 学 科

応 用 理 工 学 科

電 子 情 報 工 学 科

環境・エネルギー工学科

地 球 総 合 工 学 科

電 子 物 理 科 学 科

化 学 応 用 科 学 科

シ ス テ ム 科 学 科

情 報 科 学 科

人文基礎学、歴史文化学、地域文化学、言語基礎学、文学表現学、芸術文化学

行動学、社会学、教育学、グローバル人間学

中国語、朝鮮語、モンゴル語、インドネシア語、フィリピン語、タイ語、ベトナム語、ビルマ語、ヒンディー語、
ウルドゥー語、アラビア語、ペルシア語、トルコ語、スワヒリ語、ロシア語、ハンガリー語、デンマーク語、
スウェーデン語、ドイツ語、英語、フランス語、イタリア語、スペイン語、ポルトガル語、日本語

公法学、私法学、国際関係法学、基礎法学、政治学

グローバル法学、グローバルガバナンス、グローバルエコノミー

理論経済、経済政策、経済史・経営史、日本経済、企業経済・会計、マネジメント・サイエンス、経営情報

数学

物理学、宇宙地球科学 

化学、高分子学

生物科学

機能形態学、情報生理学、情報薬理学、病態情報内科学、生化学・分子生物学、遺伝医学、分子制御内科学、
加齢医学、微生物学、病理病態学、分子病態内科学、皮膚科学、生体情報医学、神経機能医学、小児発達医学、
生体機能調節医学、機能制御外科学、病態制御外科学、器官制御外科学、神経機能制御外科学、感覚器外科学、
社会環境医学、法医学 

基礎看護学、母性・小児看護学、成人・老人看護学、地域看護学、医用物理学、医用工学、基礎生体情報学、
病態生体情報学

口腔形態情報学、口腔機能生理学、口腔分子生化学、口腔分子薬理学、口腔病理病態学、口腔微生物学、
口腔医用工学、口腔予防保健学、口腔感染免疫治療学、口腔機能再建補綴学、口腔病態外科学、
顎顔面発育制御学、小児歯科保健学、顎口腔麻酔学、顎口腔放射線学

医療・生命薬学 

分子・有機科学、生命・情報薬学 

応用化学、応用生物工学、精密科学、応用物理学 

機械工学、マテリアル生産科学 

電気電子工学、情報通信工学 

環境・エネルギー工学 

船舶海洋工学、社会基盤工学、建築工学 

エレクトロニクス、物性物理科学 

合成化学、化学工学 

機械科学、電子システム学、生物工学 

計算機科学、ソフトウェア科学、数理科学

学　部
学　　　部 学　　　科 学　　　科　　　目



微生物病、免疫、がん及び特定の難治疾患に
関する基礎及びその応用研究を行うことを目
的とする。
■感染機構研究部門
■生体防御研究部門
■環境応答研究部門
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附置研究所

全国共同利用施設

□微生物病研究所
産業に必要となる先端的な事項で材料、情報
及び生体に関するものの総合研究を目的と
する。
■第1研究部門（情報・量子科学系）
■第2研究部門（材料・ビーム科学系）
■第3研究部門（生体・分子科学系）
■新産業創成研究部門
■特別プロジェクト研究部門

□産業科学研究所 □蛋白質研究所

□接合科学研究所

原子核物理学の基礎研究を行うとともに、全
国共同利用施設として全国の大学その他の
研究機関の研究者の共同利用に供すること
を目的とする。
■核物理実験研究部門
■核物理理論研究部門
■加速器研究部門

□核物理研究センター
全国共同利用施設として、情報処理技術基盤
の整備、提供及び研究開発、情報基盤に支えら
れた高度な教育の実践並びに知的資源の電子
的管理及び提供を行うことを目的とする。
■情報メディア教育研究部門
■マルチメディア言語教育研究部門
■大規模計算科学研究部門
■コンピュータ実験科学研究部門
■サイバーコミュニティ研究部門
■先端ネットワーク環境研究部門
■応用情報システム研究部門

□サイバーメディアセンター
レーザーエネルギー学の基礎及び応用に関
する研究・教育を推進するとともに、その施設
を学内、他の大学又は研究機関等の研究者の
共同利用に供することを目的とする。
■パワーフォトニクス研究部門
■レーザー核融合学研究部門
■高エネルギー密度科学研究部門
■レーザーテラヘルツ研究部門
■光・量子放射学研究部門

□レーザーエネルギー学研究センター

□社会経済研究所

大学に附置される研究所・研究施設
のうち全国の関連研究者が共同利用
し共同研究を行うものとして我が国
の学術の発展に特に資するものにつ
いて、文部科学大臣が大学からの申
請に基づき、「共同利用・共同研究拠
点」として認定する制度が平成20年
7月に創設されました。本学では、こ
れらの5つの附置研究所及び3つの
全国共同利用施設が共同利用・共同
研究拠点として認定されています。

□共同利用・共同研究拠点

生命の基礎物質としての蛋白質の本質を解明
する研究を深化させることを主な目的とする。
■蛋白質化学研究部門
■蛋白質構造生物学研究部門
■蛋白質高次機能学研究部門
■蛋白質国際統合研究部門（客員部門）

循環型社会に適合した新しいコンセプトによる
溶接・接合の学問体系を構築し、その理論の生
産設計・製作への適用、溶接・接合構造物の保
持・延命に関する科学技術の確立を目的とする。
■加工システム研究部門
■接合機構研究部門
■機能評価研究部門

現代の経済問題を理論的、実証的に研究する
ことを目的とする。
■理論経済学部門
■実証経済学部門
■政策研究部門
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学内共同教育研究施設等

低温センター

超高圧電子顕微鏡
センター
ラジオアイソトープ
総合センター

環境安全研究管理
センター

国際教育交流センター

生物工学国際交流
センター

極限量子科学研究センター

太陽エネルギー
化学研究センター

総合学術博物館

保健センター

臨床医工学融合
研究教育センター

コミュニケーション
デザイン・センター

金融・保険教育研究
センター

科学教育機器
リノベーションセンター

グローバル
コラボレーションセンター

日本語日本文化教育センター
※（教育関係共同利用拠点）

環境イノベーション
デザインセンター

ナノサイエンスデザイン
教育研究センター

知的財産センター

ヘリウム液化装置を含む学内共同利用の低温施設を整備してこれを管理運営し、学内各部局研究者の共同利用に供するとともに、学
内の低温施設の整備及び運営を円滑にするため、センターを利用する部局の連絡調整を図ることを目的とする。  

超高圧電子顕微鏡及びその関連設備を整備運用して、超高圧電子顕微鏡による応用研究及びその周辺技術の開発を共同的に推進す
ることを目的とする。  

本学における放射性同位元素等の安全管理に必要な共通的業務を行うとともに、その施設を本学の教員その他の者の共同利用に供
し、もって放射性同位元素等の使用に係る教育研究の進展に資することを目的とする。

環境保全及び安全管理に関する研究及び教育を行うとともに、環境保全及び安全管理対策を立案し、及び実施を行うことを目的とする。
 
国際教育及び国際交流に関する企画・運営に参画するとともに、国際教育及び国際交流の実践並びにこれらに関連するテーマに係る
調査及び研究を通じて本学の国際化を推進することを目的とする。
[調査・企画チーム、日本語教育研究チーム、交流アドバイジング研究チーム、短期プログラム開発研究チーム、サポートオフィス] 
 
生物工学の基礎と応用に関する研究を行うとともに、これに関連する領域について諸外国との学術交流を推進することを目的とする。

学内外の教育研究組織及び産業界と連携し、極限量子科学に関する基礎及び応用の研究を行うとともに、先端科学技術の融合を図る
ことを目的とする。
[量子基礎科学大部門、先端科学技術融合大部門］

太陽エネルギーによる化学的な変換を研究するとともに、新しい太陽エネルギーの利用技術の開発を推進することを目的とする。  

学術標本資料の収蔵、展示、公開及び教育研究の支援を行うとともに、次に掲げる調査研究及び業務を行うことを目的とする。
(1) 学術標本資料の収集及びその活用に関すること。(2)学術標本資料の解析及びその情報化に関すること。
［研究・教育部（資料基礎研究系、資料先端研究系、資料情報研究系）、資料部］

保健管理に関する専門的業務及び保健管理についての専門的調査、研究を行い、本学における学生及び職員の健康教育及び健康の
保持、増進を図ることを目的とする。

学内外の組織及び研究者と連携し、臨床医学の飛躍的発展のための臨床医工学・情報科学融合領域に関する各種研究プロジェクトを
実施するとともに、医学・生命科学に精通した工学・情報科学者及び工学・情報科学に精通した医学者の養成を図ることを目的とする。
［予測医工情報学研究部門、創成医工情報学研究部門、橋渡し医工情報学研究部門、教育部門、地域連携部門、産学連携部門］

全学の大学院学生を主たる対象としたコミュニケーション教育及び高度教養教育並びにこれに関連する研究及び社会活動を行うこと
を目的とする。
［臨床部門、科学技術部門、アート部門、コミュニティ部門、コミュニケーションデザイン部門］

学内外の組織及び研究者と連携することにより、社会・制度的側面と数理・技術的側面の双方に精通した数理ファイナンス、金融経済
学、金融工学及び保険科学分野の研究者及び実務家の養成を図るとともに、当該文理学際融合領域諸分野の研究交流を推進すること
を目的とする。

大阪大学における工作関連機器、装置等を集中的に管理運営して、本学の教員その他の者の共同利用に供するとともに、研究又は教
育に必要な機器、装置等の全学的な有効活用に資するための業務を行うことにより、これらの再利用及び共同利用の促進を図り、もっ
て教育研究環境の計画的かつ効率的な整備充実に資することを目的とする。

大阪大学による国際貢献の発展を目指して、国際協力と共生社会に関する研究を推進し、真の国際性を備えた人材の養成のための教
育を行うとともに、その成果等に基づく社会活動を実践することを目的とする。
［教育開発部門、研究推進部門、実践支援部門、プロセス評価室、海外体験型教育企画オフィス］ 

外国人留学生等に対する日本語及び日本文化等の教育並びにこれに必要な調査研究を実施するとともに、国際的な教育連携を図り、
世界の日本語日本文化教育の充実発展に寄与することを目的とする。

学内外の組織及び研究者と連携することにより、多様な研究成果を環境・エネルギー分野において戦略的に融合させ、持続可能な社会
の実現に向けた研究を推進するとともに、環境イノベーションを主導できる人材の育成を図ることを目的とする。
[環境イノベーションデザイン企画部門、環境イノベーション人材育成部門、低炭素キャンパス実践部門、地域･国際環境交流部門]

学内外の組織及び研究者と連携し、ナノサイエンス・ナノテクノロジー分野の飛躍的発展のために理工系の横断・連携・融合領域に関す
る各種教育研究プログラムを企画し、及び実施するとともに、ナノサイエンス・ナノテクノロジー分野に精通した理工系の研究者及び技
術者の人材育成を図ることを目的とする。
[学際教育デザインコーディネーション部門、学際融合リサーチトレーニングデザイン部門、社会連携デザイン部門、グローバルネット
ワークデザイン部門、計算機マテリアルデザインコアー部門、物質・分析・機能デザインコアー部門]

全学的な知的財産教育を推進することにより、知的財産を戦略的に活用し発展させることのできる知的財産法分野の人材を養成すると
ともに、知的財産に関する教育・研究基盤システムを構築し、もって知的財産教育の拡充及び産学連携の推進を図ることを目的とする。
[パテント部門、デザイン部門、ブランド部門、ノウハウ部門、コピーライト部門、プランニング部門]

施　設　名 設　置　目　的　・　［　部　門　名　］

多様化する社会と学生のニーズに応えつつ質の高い教育を提供していくために、各大学の有する人的・物的資源の共同利用等を推進するものとして、大学教育全
体として多様かつ高度な教育を展開していくものについて、文部科学大臣が大学からの申請に基づき、「教育関係共同利用拠点」として認定する制度が平成21年
9月に創設されました。本学では日本語日本文化教育センターが教育関係共同利用拠点として認定されています。

※教育関係共同利用拠点
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全学教育推進機構
　学部共通教育、大学院横断教育並びに全学の言語教育及び海外教育
の実施に関する企画及び運営を行うとともに、大学教育に関する実践的
な研究を行い、大学教育の質の向上及び社会に求められる人材を育成
する機能の強化を図ることを目的とする。
［企画開発部（学部共通教育部門、大学院横断教育部門、言語教育部門、
海外教育部門、スポーツ・健康教育部門、教育学習支援部門）、実施調整
部（基礎教育部会、教養教育部会、言語教育部会）］

　今後の新たな研究領域として重要となる脳情報通信の分野について、
関係機関との連携・協力の一層の強化を図りつつ、世界トップクラスの叡
智を結集し融合的に研究を推進することを目的とする。

脳情報通信融合研究センター

　複眼的視野を有する指導的人材の養成を図るため、社会ニーズに基
づく学際融合教育プログラムの開発、大学院副専攻／高度副プログラ
ム及び科目等履修生高度プログラムを中心とする学際融合教育の推進
と支援、並びに副専攻教育制度の構築を図ることを目的とする。

学際融合教育研究センター
　安全衛生管理部は、化学、生化学等の専門的知識を有する教員と事
務系職員で構成される組織で、各部局、各研究室等の協力を得て、事故
予防のための安全教育、安全巡視、事故情報の収集・分析等の活動を通
じて、安全で快適な教育研究環境の実現を目指すことを目的とする。

安全衛生管理部

　環境・エネルギー管理部は、環境イノベーションデザインセンター及
び施設部と相互に連携協力して、エネルギーの使用の合理化及び温室
効果ガスの排出抑制を推進するとともに、エネルギーの統括的な管理
を行うことを目的とする。

環境・エネルギー管理部
　大阪大学の源流の一つであり、国の史跡・重要文化財である適塾の維
持管理及び適塾関係者の業績の顕彰に努めるとともに、適塾に関する
研究並びに大阪及びオランダの学術、文化に関連する研究の発展に寄
与することを目的とする。

適塾記念センター

　大阪大学の社学連携事業は、従来の産学連携事業とともに大阪大学
の社会貢献活動の両輪をなす事業で、大学がもっている知識や文化的
資源を広く市民活動に還元しつつ、市民社会と双方向的にコミュニケー
ションしていく活動である。
　21世紀懐徳堂は、大阪大学の社学連携事業の情報を集約して分りや
すく広報し、市民を対象とするさまざまな文化事業を展開するとともに、
市民からの意見・要望を受け止めて大学のアクティビティへとつないで
いく、コーディネーターの役割を果たすことを目的とする。

21世紀懐徳堂

免疫学フロンティア研究センター
　「目に見える拠点形成」を目的とした、文部科学省の「世界トップレベ
ル研究拠点プログラム」に採択され、世界的な免疫学研究者である審良
静男教授を拠点長として平成19年10月に発足。免疫学とイメージング
（画像化）技術、さらにバイオインフォマティクス（生体情報学）との融合
研究を通して、動物生体内における免疫反応を可視化、あるいは予測す
ることによる免疫系の動的な全貌を明らかにすることを目的とする。

　大学に産業創出拠点を導く「Industry on Campus」構想の下、本学
の卓越した研究と教育に基づき、「共同研究講座」、「協働研究所」、「協働
ユニット」の創設など、産業界との多様な連携を推進して社会と世界の
発展に寄与することを目的とする。

産学連携本部
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【 診療科 】

内 科 系 科

外 科 系 科
感覚・皮膚・運動系科
脳 神 経 精 神 科
女性・母子・泌尿生殖科
放 射 線 科
歯 科

循環器内科、腎臓内科、消化器内科、内分泌・代謝内科、
呼吸器内科、免疫・アレルギー内科、血液・腫瘍内科、
老年・高血圧内科、漢方医学科
心臓血管外科、呼吸器外科、消化器外科、乳腺・内分泌外科、小児外科
眼科、耳鼻咽喉科・頭頸部外科、整形外科、皮膚科、形成外科
神経内科・脳卒中科、神経科・精神科、脳神経外科、麻酔科
産科、婦人科、小児科、泌尿器科
放射線診断科、放射線治療科、核医学診療科
歯科

附属図書館

附属病院

総合図書館
開館時間
平日　 8：00～22：00
土日　10：00～19：00
祝日　10：00～17：00

理工学図書館
開館時間
平日　 9：00～22：00
土日　10：00～19：00
祝日　10：00～17：00

生命科学図書館
開館時間
平日　 9：00～21：00
土日　10：00～17：00
祝日　休館

医学部附属病院
【 外来受付時間 】
初　　診　：　8:30～11:00
再　　診　：　8:30～11:30
予約再診　：　8:30～15:00
休 診 日　：　土曜日・日曜日・祝日
　　　　　　 年末年始（12月29日～1月3日）
※医学部附属病院では初診の方は医師の
　紹介状が必要です。

【 病床数 】1,076

歯学部附属病院
【 外来受付時間 】
初　　診　：　8:30～11:00
再　　診　：　8:30～15:00
休  診  日　：　土曜日・日曜日・祝日
　　　　　　 年末年始（12月29日～1月3日）
※再診は原則として全科予約制です。

【 病床数 】40

外国学図書館
開館時間
平日　  9：00～21：00
土日　10：00～17：00
祝日　休館

※上記は授業期間中の開館時間です。授業休業期間中の開館時間についてはホームページをご確認ください。

※平成20年度 総合図書館・理工学図書館耐震改修工事を実施。

和

洋

合計

1,263,734

1,157,724

2,421,458

【 診療科 】
歯 疾 制 御 系 科
咬合・咀嚼障害系科

口 顎 病 態 系 科

保存科、口腔治療・歯周科、予防歯科、小児歯科
口腔補綴科、咀嚼補綴科、矯正科
口腔外科１(制御系)、口腔外科２(修復系)、放射線科、
歯科麻酔科、口腔内科、口腔小児科

総合図書館
134,419

319,532

453,951

生命科学図書館
220,316

268,543

488,859

理工学図書館
330,059

293,118

623,177

外国学図書館
1,948,528

2,038,917

3,987,445

計

医 学 部 附 属 病 院

歯 学 部 附 属 病 院

名　　　称
入　　　　　院 外　　　　　来

344,228 人

11,958 人

940.5 人

32.8 人

613,705 人

212,856 人

2,515.2 人

872.4 人

延　患　者　数 1 日 平 均 患 者 数 延　患　者　数 1 日 平 均 患 者 数

□蔵書数 □過去5年間におけるサービス状況の推移

□患者数 （平成23年度）

（平成24年5月1日現在）
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海外拠点

中之島センター

大阪大学会館 総合学術博物館

共用施設
講堂（462席）
アセンブリー・ホール（328㎡）
会議室（24席）
セミナー室1（40席）
セミナー室2（16席）
国際ラウンジ
来賓室

サンフランシスコ
教育研究センター（米国）

100 Montgomery St., Suite 
1270, San Francisco, 
CA 94104, U.S.A.
+1-415-296-8561 
+1-415-296-8676
http://www.osaka-u-sf.org
平成16年4月

中之島センターの主な機能

コンサルタント、技術移転事業、  
教育・研究情報発信

社会への情報発信機能に対する事業

一般市民向け講座、文化・
学術講演会やシンポジウム、
同窓会へのサービス

社会との交流機能に対する事業

建築面積
延 面 積

／1,276㎡
／4,237㎡ 地上5階建て

建築面積
延 面 積
竣 工

／752㎡
／8,000㎡ 地上10階､地下2階建て
／平成16年

教育・研究機能に対する事業
高度職業人講座、
昼夜開講制大学院

  創立80周年を機に、｢阪大人の共通の思いを寄せる施設｣、さらに
は、｢大阪における学術の伝統を受け継ぐシンボル｣とするため、これま
で｢イ号館｣と呼ばれていた建物を、平成23年に｢大阪大学会館｣とし
て整備しました。 
　なお、この建物は昭和３年（1928年）に旧制浪速高等学校の校舎と
して建てられ、平成16年(2004年)には、国の登録有形文化財建造物
に指定されております。

　創立70周年記念事業の一環として、産業界や卒業生、教職員の寄附により、本学が創設された開校
の地に建設したものです。
　都市の中心部に位置し、たくさんの人がアクセスできる第4のキャンパスとして、本学の教育・研究活
動等に使用するほか、社会への情報発信や交流拠点として活用されております。

　サンフランシスコ（アメリカ合衆国）、グローニンゲン（オランダ王国）、バンコク（タイ王国）、上海（中華人民共和国）に教育研究センターを設け、
国際的な教育研究活動及び現地での同窓会活動のサポートを行っています。

館内概要
待兼山修学館 常設展示
4階 自然教室
3階 待兼山に学ぶ
2階 みる科学
　　大阪大学の系譜
1階 世界にはばたく研究者
　　コンピュータの黎明期

　本学モットー「地域に生き世界に伸びる」のもと、里山・待兼山の遊歩
道が結ぶ二つの登録有形文化財－大阪大学会館と待兼山修学館を拠
点に活動しています。
　懐徳堂・適塾の資料やマチカネワニの化石、真空管式コンピュータ
などを展示し、春季・秋季には大学博物館ならではの企画展示を行うほ
か、本学の研究成果をレクチャーやサイエンス・カフェで紹介するとと
もに、貴重資料のデータベースの公開、叢書の刊行も行っています。

所 在 地

P h o n e
F A X
U R L
設置年月

バンコク 
教育研究センター（タイ）

159 Serm-Mit Tower,10th Floor,
Room C, Sukhumvit (21) 
Rd., Klongtoey-Nua, Wattana, 
Bangkok 10110, Thailand
+66-2-661-7584
+66-2-661-7585
http://www.osaka-u-
bangkok.org
平成18年4月

所 在 地

P h o n e
F A X
U R L

設置年月

グローニンゲン
教育研究センター（オランダ）

Zernikelaan 6, 9747
AA, Groningen, 
The Netherlands
+31-50-363-8865
+31-50-363-8866
http://www.osaka-u-
groningen.org
平成17年4月

所 在 地

P h o n e
F A X
U R L

設置年月

上海
教育研究センター（中国）

Room D, 22nd Floor, Sun
Tong Infoport Plaza, No.55,
Huai Hai West Road,
Shanghai City 200030, China
+86-21-6115-2001
+86-21-6115-2003
http://www.shanghai-
center.osaka-u.ac.jp
平成22年2月

所 在 地

P h o n e
F A X
U R L

設置年月
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医 学 系 研 究 科

癌 ワ ク チ ン 療 法 学 寄 附 講 座

臨 床 遺 伝 子 治 療 学（ 第 一 三 共 ）寄 附 講 座

樹 状 細 胞 制 御 治 療 学 寄 附 講 座

視 覚 情 報 制 御 学（ト プ コ ン ）寄 附 講 座

先 端 移 植 基 盤 医 療 学 寄 附 講 座

生 体 機 能 補 完 医 学 寄 附 講 座

漢 方 医 学 （ ツ ム ラ ） 寄 附 講 座

皮 膚 ・ 毛 髪 再 生 医 学 寄 附 講 座

運動器バイオマテリアル学（ジョンソン・エンド・ジョンソン）寄附講座

緩 和 医 療 学 寄 附 講 座

美 容 医 療 学 寄 附 講 座

疼 痛 医 学 寄 附 講 座

先 進 心 血 管 治 療 学 寄 附 講 座

癌 幹 細 胞 制 御 学 寄 附 講 座

医 療 経 済 ・ 経 営 学 寄 附 講 座

運 動 器 医 工 学 治 療 学 寄 附 講 座

分子精神神経学（大日本住友製薬）寄附講座

医 薬 分 子 イ メ ー ジ ン グ 学 寄 附 講 座

医 療 経 済 産 業 政 策 学 寄 附 講 座

乳 房 再 生 医 学 寄 附 講 座

医 学 系 研 究 科

工 学 研 究 科

国際公共政策研究科

連合小児発達学研究科

微 生 物 病 研 究 所

金融・保険教育研究センター

核物理研究センター

免疫学フロンティア研究センター

心 血 管 再 生 医 学 寄 附 講 座

再 生 誘 導 医 学 寄 附 講 座

代 謝 血 管 学 寄 附 講 座

消 化 器 癌 先 進 化 学 療 法 開 発 学 寄 附 講 座

重 症 臓 器 不 全 治 療 学 寄 附 講 座

抗 体 医 薬 臨 床 応 用 学 寄 附 講 座

腎 疾 患 統 合 医 療 学 寄 附 講 座

総 合 地 域 医 療 学 寄 附 講 座

低 侵 襲 循 環 器 医 療 学 寄 附 講 座

酵 母 リ ソ ー ス 工 学 寄 附 講 座

国 際 環 境 生 物 工 学
( 住友電工グループ社会貢献基金 ) 寄附講座

グローバルな公共倫理とソーシャル･イノベーション
（ 稲 盛 財 団 ） 寄 附 講 座

健 康 発 達 医 学 寄 附 講 座

デングワクチン（阪大微生物病研究会）寄附研究部門

デリバ ティブ 取 引 とリスク・マ ネ ジ メント
（ 大 阪 証 券 取 引 所 ）寄 附 研 究 部 門

宇 宙 核 物 理 学 寄 附 研 究 部 門

免 疫 機 能 統 御 学（ 岸 本 基 金 ）寄 附 研 究 部 門

寄附講座・寄附研究部門
部　局　名 講 座 ・ 研 究 部 門 の 名 称 部　局　名 講 座 ・ 研 究 部 門 の 名 称

※企業等民間からの奨学寄附金を財源とする時限付きの講座・研究部門。

医 学 系 研 究 科
（ 保 健 学 専 攻 ）

工 学 研 究 科

疾患分子情報解析学（和光純薬工業）共同研究講座

癌 免 疫 学（ 大 塚 製 薬 ）共 同 研 究 講 座

ロボティクス＆デザイン看工融合（パナソニック）共同研究講座

ダ イ キ ン（ フ ッ 素 化 学 ）共 同 研 究 講 座

大阪大学 コマツ共同研究講座（建機等イノベーション講座）

マ イ ク ロ 波 化 学 共 同 研 究 講 座

大阪大学‒住友金属（鉄鋼元素循環工学）共同研究講座

大阪大学 日新製鋼（鉄鋼表面フロンティア）共同研究講座

三井造船(高品位溶接・接合プロセス工学）共同研究講座

新 日 鐵（ 溶 接 ・ 接 合 ）共 同 研 究 講 座

三菱電機・生産コンバージング・テクノロジー共同研究講座

セ キ ュ ア デ ザ イ ン 共 同 研 究 講 座

溶 接 保 全 共 同 研 究 講 座

共同研究講座・共同研究部門
部　局　名 講 座 ・ 研 究 部 門 の 名 称

工 学 研 究 科

接 合 科 学 研 究 所

超高圧電子顕微鏡センター

産 学 連 携 本 部

三井造船・船舶ハイブリッド推進システム共同研究講座

H i t z バ イ オ マ ス 開 発 共 同 研 究 講 座

大阪ガス（エクセルギーデザイン）共同研究講座

ネ オ ス（ 分 離 濃 縮 シ ス テ ム ）共 同 研 究 講 座

「創・蓄・省エネデバイス」生産技術共同研究講座

Ｎ Ｅ Ｘ Ｃ Ｏ 西 日 本  高 速 道 路 学 共 同 研 究 講 座

ナノ粒子アジュバント（武田薬品工業）共同研究講座

東洋炭素（先進カーボンデザイン）共同研究部門

富士電機パワーデバイス・スマート接合共同研究部門

日 立 造 船  先 進 溶 接 技 術 共 同 研 究 部 門

電 子 光 学 基 礎 研 究 共 同 研 究 部 門

ピ ア ス（ 皮 膚 再 生 技 術 ）共 同 研 究 部 門

脳神経制御外科学（帝人ファーマ）共同研究部門

部　局　名 講 座 ・ 研 究 部 門 の 名 称

※企業等からの研究経費等を活用して設置運用される講座・研究部門。

工 学 研 究 科

産 学 連 携 本 部

カ ネ カ 基 盤 技 術 協 働 研 究 所

日 東 電 工 先 端 技 術 協 働 研 究 所

パ ナソ ニック 材 料 デ バ イ ス 基 盤 協 働 研 究 所

ア ジ レ ント・ラ イ フ サ イ エ ン ス 協 働 研 究 所

協働研究所
部　局　名 協 働 研 究 所 の 名 称

※企業の研究組織を大阪大学内に誘致し、多面的な産学協働活動を展開する拠点。
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職員数

※派遣・休職・育休は含まない。 
※未来戦略機構、産学連携本部、海外拠点本部、安全衛生管理部、環境・エネルギー管理部、法務室、学生支援ステーション、クリエイティブユニット、ハラスメント相談室については本部事務機構に含む。
※法学研究科・高等司法研究科事務部については法学研究科・法学部、経済学研究科・国際公共政策研究科事務部については経済学研究科・経済学部に含む。
※（　）は寄附講座教員、特任教職員（常勤）で内数。
※非常勤教員等は特任教員、特任研究員、医員、医員（臨床研修）。
※図書職員は事務に含む。

教　　　　　員 研究員 事務・技術・教務職員
教授 准教授 講師 助教 助手 各種講師 特任研究員小計 事務 技術 教務 小計 医療職 合計区　　　　分

（平成24年5月1日現在）

本 部 事 務 機 構
文 学 研 究 科 ・ 文 学 部
人 間 科 学 研 究 科・人 間 科 学 部
法 学 研 究 科 ・ 法 学 部
経 済 学 研 究 科 ・ 経 済 学 部
理 学 研 究 科 ・ 理 学 部
医 学 系 研 究 科 ・ 医 学 部
歯 学 研 究 科 ・ 歯 学 部
薬 学 研 究 科 ・ 薬 学 部
工 学 研 究 科 ・ 工 学 部
基 礎 工 学 研 究 科・基 礎 工 学 部
言 語 文 化 研 究 科
国 際 公 共 政 策 研 究 科
情 報 科 学 研 究 科
生 命 機 能 研 究 科
高 等 司 法 研 究 科
連 合 小 児 発 達 学 研 究 科
附 属 図 書 館
医 学 部 附 属 病 院
歯 学 部 附 属 病 院
微 生 物 病 研 究 所
産 業 科 学 研 究 所
蛋 白 質 研 究 所
社 会 経 済 研 究 所
接 合 科 学 研 究 所
低 温 セ ン タ ー
超 高 圧 電 子 顕 微 鏡 セ ン タ ー
ラジオアイソトープ総合センター
環 境 安 全 研 究 管 理 セ ン タ ー
国 際 教 育 交 流 セ ン タ ー
生 物 工 学 国 際 交 流 セ ン タ ー
極 限 量 子 科 学 研 究 セ ン タ ー
太陽エネルギー化学研究センター
総 合 学 術 博 物 館
保 健 セ ン タ ー
臨床医工学融合研究教育センター
コミュニケーションデザイン・センター
金 融・保 険 教 育 研 究 セ ン タ ー
科学教育機器リノベーションセンター
グローバルコラボレーションセンター
日 本 語 日 本 文 化 教 育 センタ ー
環境イノベーションデザインセンター
ナノサイエンスデザイン教育研究センター
知 的 財 産 セ ン タ ー
核 物 理 研 究 セ ン タ ー
サ イ バ ー メ デ ィ ア セ ン タ ー
レーザーエネルギー学研究センター
免疫学フロンティア研究センター
全 学 教 育 推 進 機 構
学 際 融 合 教 育 研 究 セ ン タ ー
適 塾 記 念 セ ン タ ー
文 書 館 設 置 準 備 室
大型教育研究プロジェクト支援室

 合 　　　　 計

非常勤
教員等

嘱託
職員等

非常勤
職員
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（40）
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55
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現　　員
（980）3,228

□大 学 院

1918

学生数
□学生の推移
【 学 部 】

【 大 学 院 】 （博士前期、修士及び法科大学院の課程）

【 大 学 院 】 （博士後期及び博士課程）

文 学 研 究 科

人 間 科 学 研 究 科

法 学 研 究 科

経 済 学 研 究 科

理 学 研 究 科

医 学 系 研 究 科 ※ 1

薬 学 研 究 科 ※ 2

工 学 研 究 科

基 礎 工 学 研 究 科

言 語 文 化 研 究 科

国 際 公 共 政 策 研 究 科

情 報 科 学 研 究 科

言 語 社 会 研 究 科 ※3

計

大 阪 大 学・金 沢 大 学・浜 松 医 科 大 学
千 葉 大 学 ・ 福 井 大 学
連 合 小 児 発 達 学 研 究 科

　７５

８９

３５

８３

２６６

65

75

790

２67

６７

３５

１２3

－

－

１，970

161

229

91

194

591

156

74

1,726

596

187

93

277

－

－

4,375

41

42

12

25

126

23

20

184

70

28

21

43

－

15

650

215

180

47

93

270

85

77

553

163

149

87

127

7

41

2,094

(91)

(139)

(50)

(60)

(130)

(101)

(20)

(210)

(53)

(116)

(61)

(22)

－ 

－ 

(1,053)

(96)

(94)

(11)

(21)

(38)

(59)

(19)

(85)

(21)

(108)

(42)

(9)

(4)

(27)

(634)

医 学 系 研 究 科
歯 学 研 究 科
薬 学 研 究 科

計

20
-
-
２０

172
55
10
２3７

文 学 研 究 科 ※
計

19
19

2,089 942

文 学 部

人 間 科 学 部

外 国 語 学 部 ※

法 学 部

経 済 学 部

理 学 部

医 学 部

歯 学 部

薬 学 部

工 学 部

基 礎 工 学 部

計

165

137

580

250

220

255

260

53

80

820

435

3,255

－ 

〈１０〉

〈１０〉

〈１０〉

〈１０〉

－ 

〈2０〉

－ 

－ 

－ 

－ 

〈60〉

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

［10］

－ 

－ 

－ 

－ 

［10］

780

631

2,981

1,135

1,061

1,166

1,349

373

402

3,712

1,951

15,541

(420)

(315)

(1,922)

(411)

(233)

(234)

(672)

(163)

(172)

(347)

(174)

(5,063)

入　学　定　員学　　部　　名 現　　　　員

□学 部

□専修学校

博　士　課　程　（ 5年）

前　期　課　程研　究　科　名 後　期　課　程

入学定員 現　　員 入学定員 現　　員

修士課程（2年）研 究 科 名
入学定員 現　員

生命機能研究科
計

55
55

博士課程（5年一貫制）研 究 科 名 入学定員 現　員
高等司法研究科

計
80
80

法科大学院の課程（3年）研 究 科 名 入学定員 現　員

総 　 計

博士前期、修士及び法科大学院の課程研 究 科 名 入学定員 現　　員
博士後期及び博士課程

入学定員

20 40（25）歯 学 部 附 属 歯 科 技 工 士 学 校
入学定員学　　校　　名 現　員

修士課程（2年） 博士課程（4年）研 究 科 名
入学定員 現　員 入学定員 現　員

注：入学定員の[　]は2年次編入学定員、<　>は3年次編入学定員で外数
※外国語学部については、旧大阪外国語大学の課程に所属する学生を含む

注：このページの現員の（　）内に女子を内数で示す。

（平成24年5月1日現在）

（平成24年5月1日現在）

（平成24年5月1日現在）

※4

※1 医学系研究科（保健学専攻） ※2 薬学研究科（創成薬学専攻） ※3 旧大阪外国語大学
※4 後期課程（3年）のみ

※文学研究科(文化動態論専攻）

（213）
（69）
（4）

（２86）

（３2）
- 

（29）
（61）

55
-
85
140

712
178
5

895

（1,214）4,789



近畿
1,872人

平成4年度 平成9年度 平成14年度 平成19年度 平成24年度

1918

入学者数
□出身高校所在地別入学者数（学部）

東北
16人

関東
176人中部

551人

四国
144人九州

251人
沖縄
7人

中国
307人

北海道
34人

大阪
847人
(45.2％)

兵庫458人
(24.5％)

京都 221人
（11.8％）

奈良 211人（11.3％）
滋賀 81人（4.3％）
和歌山 54人（2.9％）

計
3,449人 近畿

54.3％

北海道・東北
1.4％

その他(検定・外国)
2.6％

四国 4.2％

関東 5.1％

九州・沖縄
7.5％ 中国

8.9％

中部
16.0％

その他(検定・外国)
91人

生 命 機 能 研 究 科

計

55

55

98

98

57

57
（20）

高 等 司 法 研 究 科

計

80

80

602

602

84
84
（18）

文 学 部

人 間 科 学 部

外 国 語 学 部

法 学 部

経 済 学 部

医 学 部 医 学 科

医 学 部 保 健 学 科

工 学 部

基 礎 工 学 部

計

10

10

10

10

10

20

－

1

64

23

78

60

201

41

153

79

700

1

11

8

3

6

10

7

30

14
90
（26）

文 学 部
人 間 科 学 部
外 国 語 学 部
法 学 部
経 済 学 部
理 学 部
医 学 部
歯 学 部
薬 学 部
工 学 部
基 礎 工 学 部

計

165
137
580
250
220
255
260
53
80
820
435

3,255

738
551
2,341
1,111
934
1,493
909
178
406
1,984
2,056

12,701

173
140
622
261
240
279
280
53
82
867
452
3,449
（1,069）

文 学 研 究 科
人 間 科 学 研 究 科
法 学 研 究 科
経 済 学 研 究 科
理 学 研 究 科
医学系研究科（保健学）
薬 学 研 究 科
工 学 研 究 科
基 礎 工 学 研 究 科
言 語 文 化 研 究 科
国 際 公 共 政 策 研 究 科
情 報 科 学 研 究 科
大阪大学・金沢大学・浜松医科大学
千 葉 大 学 ・ 福 井 大 学
連 合 小 児 発 達 学 研 究 科

計

９４
８９
３５
８３
２６６
65
75
790
２67
６７
３５
１２3

－

１,989

172
220
125
199
527
114
98

1,032
394
142
138
203

－

３,364

84
103
56
85
283
75
74
822
295
69
40
140

－

２,126
（497）

４１
４２
１２
２５
１２６
２３
２0
１８４
７０
２８
２１
４３

15

650

52
58
20
21
74
25
24
129
28
48
17
40

25

561

35
43
13
14
71
19
22
120
27
32
12
38

16

462
（132）

医 学 系 研 究 科
歯 学 研 究 科
薬 学 研 究 科

計

20
－
－

20

67
－
－

67

26
－
－
26
（14）

172
55
10

237

203
49
6

258

165
45
5

215
（80）

入　学　者志　願　者入 学 定 員学　　部　　名

博 士 後 期 課 程博 士 前 期 課 程

志願者 入学者入学定員 志願者 入学者入学定員
研　究　科　名

□ 大学院研究科別志願者数及び入学者数
博　士　課　程修　士　課　程

志願者 入学者入学定員 志願者 入学者入学定員
研　究　科　名

博士課程（5年一貫制）

志願者 入学者入学定員
研　究　科　名

法科大学院の課程（3年）
研　究　科　名

入　学　者志　願　者入 学 定 員学　　部　　名

□学部別編入学志願者数及び入学者数□学部別志願者数及び入学者数 （平成24年4月入学）

（平成24年4月入学）

※文学研究科博士前期課程は文化動態論専攻（修士課程）を含む。

（平成24年4月入学）

志願者 入学者入学定員

注：このページの入学者計下段の（　）内に女子を内数で示す。

若干名

若干名

若干名

※医学部医学科は平成23年9月入学。

計
1,872人



2120

卒業者数・進路

企業等
1,134人
（32.9％）

公務員
152人
（4.4％）

教員
40人

（1.2％）

 70
99
38
68
280
101
－
75
829
307
71
37
133
48
－
－

 2,156

2,488
1,419
816
1,326
8,119
1,598

－
2,675
24,984
9,744
658
615
1,288
541
192
－

56,463

 33
25
1
13
59
126
43
21
128
45
20
8
20
24
8
8

582

4
2
2
0
2
34
1
6
8
1
3
0
0
0
0
 0
63

 37
 27
 3
 13
 61
 160
 44
 27
 136
 46
 23
 8
 20
 24
 8
 8
645

494
304
89
252
2,424
3,932
941
661
3,753
1,547
169
148
268
161
58
8

15,209

305
116
44
126
814
3,489
361
658
2,908
841
16
29
20
0
0
0

9,727

799
420
133
378
3,238
7,421
1,302
1,319
6,661
2,388
185
177
288
161
58
8

24,936

学位授与者数

文 学 部
人 間 科 学 部
外 国 語 学 部 ( 昼 )
法 学 部
経 済 学 部
理 学 部
医 学 部
歯 学 部
薬 学 部
工 学 部
基 礎 工 学 部

計
歯 学 部 附 属 歯 科 技 工 士 学 校

114
－
－

２２３
２３３
１,１１９
２,４８９

－
－

４,５９８
－

8‚776

 165
153
684
246
236
240
262
56
83
888
429

 3,442
21

  6,866
4,644
3,576
9,860
11,437
10,599
8,590
3,008
4,457
41,167
17,976
122,180

897

 35
40
43
70
20
199
51
－
57
775
369
1,659

0

  70
75
463
96
169
20
102
－
18
71
50

1,134
0

 16
16
45
31
20
3
8
－
1
11
1

152
0

 16
4
15
0
0
4
0
－
0
0
1
40
0

  102
 95
 523
 127
 189
 27
 110
 －
 19
 82
 52

1,326
0

 28
18
118
49
27
14
101
56
7
31
8

457
 0

区　　分
学  部  名 旧　制

新　　　制

累　計 進　学
（大学院）

就　　　　　　　　職 その他平成23年度
卒業者 企 業 等 公 務 員 教　員 計

(臨床研修医
を含む)

平成23年度卒業者の卒業後の状況

文 学 研 究 科
人 間 科 学 研 究 科
法 学 研 究 科
経 済 学 研 究 科
理 学 研 究 科
医 学 系 研 究 科
歯 学 研 究 科
薬 学 研 究 科
工 学 研 究 科
基 礎 工 学 研 究 科
言 語 文 化 研 究 科
国 際 公 共 政 策 研 究 科
情 報 科 学 研 究 科
生 命 機 能 研 究 科
言 語 社 会 研 究 科 ※

連 合 小 児 発 達 学 研 究 科
計

高 　 等
司 　 法
研 究 科

60495

区　　分
区 分

研 究 科 名
研究科名

文 学 博 士

法 学 博 士

経 済 学 博 士

理 学 博 士

医 学 博 士

工 学 博 士

計

23

6

29

621

3‚553

674

4‚906

累 計

博 士 前 期 課 程

平成
23年度

平成
23年度 累　計

平成23年度
課　程 論　文 計 課　程 論　文 計

累　　　　　計
博　士　後　期　課　程 法務博士（専門職）

□ 旧制学位授与者

※旧大阪外国語大学の課程

（平成２３年度）

（平成２３年度） （平成２３年度）

※夜間主コースを除く

計
3,442人

就職
1,326人
（38.5％）

進学
（大学院）
1,659人
（48.2％）

その他
457人

（13.3％）



全国大阪大学

0

500

平
成
15
年
度

平
成
16
年
度

平
成
17
年
度

平
成
18
年
度

平
成
19
年
度

平
成
20
年
度

平
成
21
年
度

平
成
22
年
度

平
成
23
年
度

平
成
24
年
度

2,500

1,000

1,500

2,000

150,000

120,000

130,000

140,000

109,508

1,044

1,048 1,029 995 1,032

1,385
1,455

1,607

1,924

117,302

121,812

117,927118,498

123,829

132,720

141,774

138,075

110,000

1,780

学部
修士
博士

0
平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

20

16

12

8

4

1.5

7.4

13.3

8.2

13.3

9.5

15.3

10.3

17.1

11.0

17.7

1.5 1.6 1.7 1.9

2120

※（　）内は女子で内数

外 国 語 学 部
文 学 研 究 科 ・ 文 学 部
人 間 科 学 研 究 科 ・ 人 間 科 学 部
法 学 研 究 科 ・ 法 学 部
経 済 学 研 究 科 ・ 経 済 学 部
理 学 研 究 科 ・ 理 学 部
医 学 系 研 究 科 ・ 医 学 部
歯 学 研 究 科 ・ 歯 学 部
薬 学 研 究 科 ・ 薬 学 部
工 学 研 究 科 ・ 工 学 部
基 礎 工 学 研 究 科 ・ 基 礎 工 学 部
言 語 文 化 研 究 科
国 際 公 共 政 策 研 究 科
情 報 科 学 研 究 科
生 命 機 能 研 究 科
連 合 小 児 発 達 学 研 究 科
産 業 科 学 研 究 所
蛋 白 質 研 究 所
接 合 科 学 研 究 所
レーザーエネルギー学研究センター
免疫学フロンティア研究センター
国 際 教 育 交 流 セ ン タ ー
日 本 語 日 本 文 化 教 育 セ ン タ ー

計

外国人留学生数

※（　）内は国費留学生で内数

□課程別・経費別

ア ジ ア ア フ リ カ オセアニア ヨーロッパ中 近 東 北　　米 中 南 米 総　　計

618（272）
1,306（664）
1,924（936）

152
373
525

合　計
390
708
1,098

博　士
235
337
572

修　士
155
371
526

76
225
301

総　　計研究生等経　費

国　費
私　費
合　計

学　部
大　学　院

□外国人留学生数の地域別人数と割合

ヨーロッパ196人
（10.2%）

中南米51人
（2.7%）

北米49人
（2.5%）

オセアニア12人（0.6%）
アフリカ23人（1.2%）

中近東46人（2.4%）

アジア1,547人
（80.4%）平成23年5月1日現在

全国の外国人留学生数
138,075人（JASSO調査）

外国人留学生数
計1,924人

（平成24年5月1日現在）□部局別・地域別

□過去10年間の外国人留学生受入数の推移

73
85
83
68
155
108
90
7
17
443
127
124
45
37
14
0
3
1
6
1
1
4
55

1,547

（0）

（11）

（8）

（3）

（31）

（23）

（25）

（3）

（2）

（135）

（50）

（35）

（4）

（10）

（6）

（0）

（0）

（1）

（0）

（1）

（0）

（4）

（55）

（407）

0
0
2
0
2
1
2
0
1
9
2
0
0
1
2
0
0
0
0
1
0
0
0
23

（0）

（0）

（0）

（0）

（2）

（1）

（2）

（0）

（0）

（7）

（1）

（0）

（0）

（1）

（2）

（0）

（0）

（0）

（0）

（1）

（0）

（0）

（0）

（17）

3
0
4
0
2
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
2
12

（0）

（0）

（2）

（0）

（1）

（0）

（0）

（0）

（0）

（0）

（0）

（0）

（0）

（0）

（0）

（0）

（0）

（0）

（0）

（0）

（0）

（0）

（2）

（5）

24
25
18
3
4
4
2
1
1
27
5
28
12
5
4
0
0
1
0
0
3
2
27
196

（4）

（8）

（9）

（1）

（3）

（0）

（1）

（1）

（0）

（9）

（0）

（24）

（9）

（2）

（1）

（0）

（0）

（0）

（0）

（0）

（2）

（2）

（27）

（103）

0
0
2
1
1
6
1
4
0
16
6
5
1
1
1
0
0
0
0
0
0
0
1
46

（0）

（0）

（1）

（1）

（1）

（3）

（0）

（1）

（0）

（11）

（3）

（5）

（0）

（1）

（0）

（0）

（0）

（0）

（0）

（0）

（0）

（0）

（1）

（28）

6
7
6
0
1
6
2
0
1
8
6
2
2
0
0
1
0
0
0
0
0
0
1
49

（0）

（3）

（1）

（0）

（0）

（2）

（1）

（0）

（0）

（1）

（2）

（2）

（0）

（0）

（0）

（0）

（0）

（0）

（0）

（0）

（0）

（0）

（1）

（13）

0
5
4
3
3
5
4
0
0
7
3
0
5
2
2
0
0
0
0
0
0
0
8
51

（0）

（5）

（4）

（2）

（3）

（5）

（4）

（0）

（0）

（4）

（1）

（0）

（5）

（2）

（2）

（0）

（0）

（0）

（0）

（0）

（0）

（0）

（8）

（45）

106
122
119
75
168
130
101
12
20
511
149
159
65
46
23
1
3
2
6
2
4
6
94

1,924

（4）

（27）

（25）

（7）

（41）

（34）

（33）

（5）

（2）

（167）

（57）

（66）

（18）

（16）

（11）

（0）

（0）

（1）

（0）

（2）

（2）

（6）

（94）

（618）

部　　局　　名

□全学生数に占める留学生数割合（課程別）
単位／％
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外国人研究者受入数

非 常 勤 講 師 （ 外 国 人 ）
外 国 人 招 へ い 研 究 員
日本学術振興会事業に基づく外国人研究者
外 国 人 研 究 員 等
招へい 研 究 員 ／ 招 へい教員（外国人 ）
外 国 人 研 修 員 等

計

本 学 雇 用 の 外 国 人 教 員
（ 非 常 勤 講 師 を 除 く ）

本学雇用の外国人の研究員
（ 特 任 研 究 員 ）

（ 常 勤 ）
（非常勤）
（ 常 勤 ）
（非常勤）

80
7
49
98
28
89
24
21
38
8

442

3
0
2
8
1
7
0
1
2
0
24

6
4
3
3
3
3
1
0
4
0
27

6
0
1
0
6
1
5
1
1
0
21

10
0
1
8
19
7
7
3
13
0
68

3
0
5
2
2
2
0
0
1
0
15

39
1
14
10
34
23
30
23
16
0

190

147
12
75
129
93
132
67
49
75
8

787

ア ジ ア
（17カ国）受 入 れ の 名 称 お よ び 区 分 中 近 東

（6カ国）
ア フ リ カ
（10カ国）

オセアニア
（2カ国）

北　　米
（2カ国）

中 南 米
（6カ国）

ヨーロッパ
（25カ国）

総　　計
（68カ国）

※日本学術振興会事業に基づく外国人研究者とは、特別研究員（ＰＤ）、外国人特別研究員、外国人招へい研究者、覚書に基づく外国人研究者を指す。
※外国人研究員等とは、外国人研究員、外国人教師、外国人招へい教員を指す。
※外国人研修員等とは、外国人受託研修員、中国医学研修生、国連大学派遣研究員及びﾕﾈｽｺ国際大学院研修講座研修生を指す。
※共同研究等で受け入れた短期間の一時来訪者は除く。

アフリカ 27人（3％）

中近東 24人（3％）
オセアニア 21人（3％）

ヨーロッパ
190人
（24％）

中南米 15人（2％）

北米
68人
（9％）

アジア
442人
（56％）

計
68カ国
787人

（平成２３年度）

アメリカ 51人
カナダ 17人

オーストラリア 16人
ニュージーランド 5人

アイルランド 6人
アルメニア 2人
イタリア 15人
ウクライナ 4人
英国（北アイルランド含む） 31人
オーストリア 2人
オランダ　7人
ギリシア 1人
スイス 10人

スウェーデン 4人
スペイン 9人
スロバキア 2人
セルビア 1人
デンマーク6人
ドイツ 30人
ノルウェー 2人
ハンガリー 5人
フランス 26人

ブルガリア 2人
ベルギー 2人
ポーランド 2人
ポルトガル2人
マケドニア 1人
ルーマニア 3人
ロシア 15人

計190人

アルジェリア 1人
エジプト 14人
コンゴ 1人
スーダン 1人
タンザニア 1人
チュニジア 3人

ナイジェリア 2人
マラウイ 1人
南アフリカ 1人
モロッコ 2名

計27人

イスラエル 1人
イラク 1人
イラン 5人
トルコ 15人
パレスチナ 1人
ヨルダン 1人

計24人

計21人

インド 42人
インドネシア 27人
シンガポール 6人
スリランカ 2人
タイ 24人
大韓民国 91人
台湾 14人
中華人民共和国 172人
朝鮮民主主義共和国 5人
ネパール 2人

パキスタン 4人
バングラデシュ 9人
フィリピン 17人
ベトナム 14人
マレーシア 10人
ミャンマー 2人
モンゴル 1人

計442人

アルゼンチン 1人
キューバ 2人
コロンビア 4人
チリ 1人
ブラジル 3人
メキシコ 4人

計15人

計68人アジア

ヨーロッパ

アフリカ

北米

オセアニア

中近東

中南米



文 学 研 究 科 ・ 文 学 部
人 間 科 学 研 究 科・人 間 科 学 部
外 国 語 学 部
法 学 研 究 科 ・ 法 学 部
経 済 学 研 究 科 ・ 経 済 学 部
理 学 研 究 科 ・ 理 学 部
医 学 系 研 究 科 ・ 医 学 部
歯 学 研 究 科 ・ 歯 学 部
薬 学 研 究 科 ・ 薬 学 部
工 学 研 究 科 ・ 工 学 部
基 礎 工 学 研 究 科・基 礎 工 学 部
言 語 文 化 研 究 科
国 際 公 共 政 策 研 究 科
情 報 科 学 研 究 科
生 命 機 能 研 究 科
高 等 司 法 研 究 科
微 生 物 病 研 究 所
産 業 科 学 研 究 所
蛋 白 質 研 究 所
社 会 経 済 研 究 所
接 合 科 学 研 究 所
超 高 圧 電 子 顕 微 鏡 セ ン タ ー
生 物 工 学 国 際 交 流 セ ン タ ー
太陽エネルギー化学研究センター
臨床医工学融合研究教育センター
コミュニケーションデザイン・センター
グローバルコラボレーションセンター
日 本 語 日 本 文 化 教 育 セ ン タ ー
核 物 理 研 究 セ ン タ ー
サ イ バ ー メ デ ィ ア セ ン タ ー
レーザーエネルギー学研究センター

1
0
17
7
0
11
5
3
0
20
10
14
3
7
2
5
0
12
4
1
13
0
1
3
0
0
2
0
4
2
12

7
3
15
4
0
15
2
3
0
17
16
25
0
3
4
4
0
5
1
1
11
0
0
1
3
1
0
11
8
1
7

0
0
7
0
0
1
0
1
0
0
0
7
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

1
1
2
2
3
5
1
4
1
3
3
3
1
2
0
0
0
2
0
1
1
1
0
0
0
0
0
1
0
2
7

0
0
1
3
0
0
1
1
0
1
0
1
0
0
1
2
0
0
1
0
1
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0

9
4
45
16
3
32
9
12
1
43
29
53
4
14
7
11
1
20
6
3
27
1
1
4
4
1
2
14
13
6
26
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交流協定締結大学

ア ジ ア ヨーロッパ中 近 東 北　　米 中 南 米 総　　計

□部局別・地域別

交流協定締結先大学・機関等の情報はホームページを参照ください。
http://www.osaka-u.ac.jp

大学間協定
96 件

部局間協定
368 件

アフリカ
1件

中南米
3件

オセアニア
4件

オセアニア
6件

アジア
39件

アジア
145件

ヨーロッパ
34件

ヨーロッパ
143件

北米
15件

北米
47件

アフリカ
8件

中南米
10件

中近東
9件

（平成24年5月1日現在）

部　　局　　名

0
0
2
0
0
0
0
0
0
1
0
2
0
1
0
0
1
1
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0

0
0
1
0
0
0
0
0
0
1
0
1
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
1
0
1
0

ア フ リ カ オセアニア



授業料、入学金
及び検定料収入
13,095

附属病院収入
33,309

雑収入
4,776

自己収入
51,180

運営費交付金
50,452

施設整備費補助金
5,334

補助金等収入
9,735

産学連携等研究収入
及び寄附金収入等

20,657

長期借入金収入
1,026

国立大学財務・経営センター
施設費交付金
148

教育研究経費
65,604

診療経費
30,619

施設整備費
6,508

産学連携等研究経費
及び寄附金事業費等

20,657

補助金等
9,735

長期借入金償還金
5,409

収入
138,532
（単位：百万円）

支出
138,532
（単位：百万円）

2,500
（千万円）

2,000

1,500

1,000

500

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

40,000

20,000
平
成
17
年
度

平
成
18
年
度

平
成
19
年
度

平
成
20
年
度

平
成
21
年
度

平
成
22
年
度

平
成
23
年
度

平
成
24
年
度

107,566 105,602 108,595

119,103

128,119 130,177 133,840 138,532

50,827 50,275
49,897

51,020 50,366
49,891

50,455 50,452

予算 運営費交付金

業務費
96,223

運 営 費 交 付 金
施 設 整 備 費 補 助 金
船 舶 建 造 費 補 助 金
施 設 整 備 資 金 貸 付 金 償 還 時 補 助 金
補 助 金 等 収 入
国 立 大 学 財 務・経 営 セ ン タ ー 施 設 費 交 付 金

授業料、入学金及び検定料収入
附 属 病 院 収 入
財 産 処 分 収 入
雑 収 入
小 　 計

産 学 連 携 等 研 究 収 入 及 び 寄 附 金 収 入 等
引 当 金 取 崩
長 期 借 入 金 収 入
貸 付 回 収 金
承 継 剰 余 金
旧 法 人 承 継 積 立 金
目 的 積 立 金 取 崩

計

自　己　収　入

2524

50,452
5,334

0
0

9,735
148

13,095
33,309

0
4,776
51,180
20,657

0
1,026

0
0
0
0

138,532

□収 入 （平成24年度／単位：百万円）

区　　　　　分 金　　額

教 育 研 究 経 費
診 療 経 費
小     計

施 設 整 備 費
船 舶 建 造 費
補 助 金 等
産 学 連 携 等 研 究 経 費 及 び 寄 附 金 事 業 費 等
貸 付 金
長 期 借 入 金 償 還 金

計

65,604
30,619
96,223
6,508

0
9,735
20,657

0
5,409

138,532

□支 出 （平成24年度／単位：百万円）

区　　　　　分 金　　額

予　算

業　　務　　費

□ 予算、運営費交付金の推移
（単位 ： 百万円）



教育研究経費
65,604

2,500
（件数）

2,000

1,500

1,000

500

2,500
（千万円）

2,000

1,500

1,000

500
平
成
14
年
度

平
成
15
年
度

平
成
16
年
度

平
成
17
年
度

平
成
18
年
度

平
成
19
年
度

平
成
20
年
度

平
成
21
年
度

平
成
22
年
度

平
成
23
年
度

交付金額
採択件数

2,000

2,500
（千万円）

1,500

1,000

500
平
成
14
年
度

平
成
15
年
度

平
成
16
年
度

平
成
17
年
度

平
成
18
年
度

平
成
19
年
度

平
成
20
年
度

平
成
21
年
度

平
成
22
年
度

平
成
23
年
度

1,062

1,946

1,078

1,529

1,705
1,772

2,277

2,050

1,880

2,191

1,818 1,838 1,849
1,972

2,078
2,203 2,256

2,353
2,483

2,726

805
922 928 932 919

1,083 1,028
1,095 1,097

1,190

100

150

200

250

300
（件数）

50

0

103

16
31

4

30

4

34

4

32

4

37

4

40

5

56

16

70

26

94

51

160

90

115

17

115

33

118

31

124

31

120

4

129

10

138

22

196

50

280

158

共有特許
特許

国内

共有特許
特許

国外

平
成
15
年
度

平
成
16
年
度

平
成
17
年
度

平
成
18
年
度

平
成
19
年
度

平
成
20
年
度

平
成
21
年
度

平
成
22
年
度

平
成
23
年
度

平
成
14
年
度

特 別 推 進 研 究
学 術 創 成 研 究 費
特 定 領 域 研 究
新 学 術 領 域 研 究（ 領 域 提 案 型 ）
新 学 術 領 域 研 究（ 課 題 提 案 型 ）
基 盤 研 究 　
基 盤 研 究 　
基 盤 研 究 　
基 盤 研 究 　
挑 戦 的 萌 芽 研 究
若 手 研 究 　
若 手 研 究 　
若 手 研 究 　
研 究 活 動 ス タ ー ト 支 援
特 別 研 究 員 奨 励 費

計

（ S ）
（A）
（ B）
（C）

（ S ）
（A）
（ B）

（平成23年度／単位 ： 千円）

理 学 研 究 科 ・ 理 学 部
医 学 系 研 究 科 ・ 医 学 部
医 学 部 附 属 病 院
歯 学 研 究 科 ・ 歯 学 部
薬 学 研 究 科 ・ 薬 学 部
工 学 研 究 科 ・ 工 学 部
基礎工学研究科・基礎工学部
情 報 科 学 研 究 科
微 生 物 病 研 究 所
産 業 科 学 研 究 所
接 合 科 学 研 究 所
超高圧電子顕微鏡センター
太陽エネルギー化学研究センター
核 物 理 研 究 セ ン タ ー
レーザーエネルギー学研究センター
産 学 連 携 本 部

計

13
13
1
4
5

140
25
7
6
24
15
2
8
2
4
11
280

(6)
(8)
(1)
(3)
(3)
(69)
(10)
(7)
(5)
(15)
(13)
(0)
(8)
(1)
(2)
(7)
(158)

6
14
0
2
6
57
8
3
12
25
13
0
0
0
7
7

160

(3)
(10)
(0)
(1)
(2)
(36)
(6)
(3)
(4)
(11)
(6)
(0)
(0)
(0)
(4)
(4)
(90)

19
27
1
6
11
197
33
10
18
49
28
2
8
2
11
18
440

(9)
(18)
(1)
(4)
(5)
(105)
(16)
(10)
(9)
(26)
(19)
(0)
(8)
(1)
(6)
(11)
(248)

2524

（平成23年度／単位 ： 千円）

□部局別特許件数 （平成24年3月末現在）

※（　）内は、共有特許件数で内数

部　　局　　名 計国　内 国　外

科学研究費助成事業等

3,146,275
10,835,698
10,570,896
258,617

0
6,185

5,481,897
4,980,458
501,439

19,463,870

859
805
596
205
0
4

27,965
5,096
22,869
29,629

共 同 研 究
受 　 託 　 研 　 究 　 等

受 託 研 究
医 薬 品 等 の 臨 床 研 究
受 託 試 験 等
病 理 組 織 検 査 等

奨 学 寄 附 金 等
奨 学 寄 附 金
そ の 他 の 寄 附（ 備 品 等 ）

計

643,240
279,500
252,600
2,118,790
34,970

1,453,010
1,463,818
2,010,470
886,321
584,763
157,950
779,044
895,928
83,703
257,711

11,901,818

6
3
38
179
4
36
124
371
594
310
9
96
535
58
363
2,726

□科学研究費助成事業
研　究　種　目 交 付 金 額採 択 件 数

□外 部 資 金 （平成23年度／単位 ： 千円）

区　　　　　分 金　額件　数

内
　
　
訳

内 

訳

厚 生 科 学 基 盤 研 究 分 野
疾 病 ・ 障 害 対 策 研 究 分 野
健 康 安 全 確 保 総 合 研 究 分 野
健 康 長 寿 社 会 実 現 の た め の
ラ イ フ・イ ノ ベ ー ション プ ロ ジ ェ クト

計

378,466
926,622
82,039
595,000
1,982,127

□厚生労働科学研究費
分　　野　　名 交 付 金 額

13
35
3
4
55

採 択 件 数

□ 過去10年間における科学研究費助成事業の採択の推移

□ 過去10年間における外部資金の受入れの推移

□ 過去10年間における特許件数の推移
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グローバル COE プログラム

学 問 分 野

認知脳理解に基づく
未来工学創成

石黒 浩
基礎工学研究科 教授

学際・複合・
新領域

基礎工学研究科（システム創成専攻、機能創成専攻）、工学研究科 （知能・機能
創成工学専攻）、情報科学研究科（マルチメディア工学専攻）、人間科学研究科
（人間科学専攻）、医学系研究科（医学専攻）、生命機能研究科（生命機能専攻）
［（株）国際電気通信基礎技術研究所、(独)情報通信研究機構］

がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン

プログラム名称 拠点リーダー 拠点形成専攻等名（※下線：プログラムの中核となる専攻等名、［　］：連携先機関名）　
□平成21年度採択

オルガネラネットワーク
医学創成プログラム

物質の量子機能解明と未来型
機能材料創出

高機能化原子制御製造プロセス
教育研究拠点

人間行動と社会経済の
ダイナミクス

米田 悦啓
生命機能研究科 教授

北岡 良雄
基礎工学研究科 教授

山内 和人
工学研究科 教授

大竹 文雄
社会経済研究所 教授

医学系

数学、物理学、
地球科学

機械、土木、
建築、その他工学

社会科学

医学系研究科（医学専攻、保健学専攻）、微生物病研究所（生体防御研究部門、
環境応答研究部門、感染機構研究部門）、免疫学フロンティア研究センター、
生命機能研究科（生命機能専攻）、理学研究科（化学専攻）、産学連携本部
［理化学研究所］

基礎工学研究科（物質創成専攻、システム創成専攻）、理学研究科（物理学専
攻、宇宙地球科学専攻）、極限量子科学研究センター（量子基礎科学大部門）
［（独）情報通信研究機構］

工学研究科(精密科学・応用物理学専攻、附属超精密科学研究センター、生命
先端工学専攻)

経済学研究科（経済学専攻、政策専攻、経営学系専攻）、社会経済研究所（附属
行動経済学研究センター、政策研究部門、実証経済学部門、理論経済学部
門）、国際公共政策研究科（比較公共政策専攻）、人間科学研究科（人間科学専
攻）、生命機能研究科（脳神経工学講座）  ［京都大学（経済研究所）］

プログラム名称

手術療法、放射線療法、化学療法その他のがん医療に携わるがん専門医療人を養成する大学の取組を支援することを目的としています。

地域・職種間連携を担うがん専門医療者養成 平成24年度◎大阪大学（医学系研究科）、京都府立医科大学、奈良県立医科大学、
兵庫県立大学、和歌山県立医科大学、大阪薬科大学、神戸薬科大学

プ ロ グ ラ ム 名 大　学　名  （◎ ： 主幹校） 採　択

拠点リーダー 学 問 分 野
□平成20年度採択

拠点形成専攻等名（※下線：プログラムの中核となる専攻等名、［　］：連携先機関名）　

大学の国際化のためのネットワーク形成推進事業（旧グローバル 30事業）

大学の国際化のためのネットワーク形成推進事業は、国際化の拠点としての総合的な体制整備を図るとともに、産業界との連携、拠点大学間のネット
ワーク化を通じて、資源や成果の共有化を図り、国際化に積極的な大学を含め我が国の大学の国際化を推進することを目的としています。

高橋　明　理事・副学長

他大学とのネットワーク形成
（阪神地区大学国際化推進ネットワーク：大阪大学、神戸大学、関西大学、関西学院大学）
（G30関西地区連絡会：大阪大学、京都大学、同志社大学、立命館大学）

産業界との連携
（関西経済連合会：グローバル人材活用研究会への参加）

インターナショナルカレッジの運営

4つの英語コースの授業継続
（①人間科学コース[学部]、②化学・生物学複合メジャーコース[学部]、③国際物理特別コース[大学院]、④統合理学特別コース[大学院]）

短期留学受入プログラムの開発、提供
これらの事業を通じ、留学生数の増加と受け入れ支援体制の強化及び日本人学生派遣の推進を図るとともに、留学生のキャリア支援の
機会を設けていく。

構 想 責 任 者事　業　の　概　要
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福利厚生施設等

運 動 場

コ ー ト

体 育 館

第 二 体 育 館

プ ー ル

艇 庫

弓 道 場

ゴ ル フ 練 習 場

卓 球 場

体 育 管 理 棟

エ ア ラ イ フ ル 場

ア ー チ ェ リ ー 場

トレーニングルーム

明 道 館

仮 設 サ ー ク ル 棟

豊中 ： 運動場（21,860㎡）、
吹田 ： 陸上競技場（18,641㎡）、
箕面 ： 運動場（17,400㎡）

豊中 ： テニス（10面）、吹田 ： テニス（8面）
箕面 ： テニス（5面）、ハンドボール（1面）

豊中 ： 1棟（3,105㎡、大体育室・小体育室・
　　　　　柔道場・剣道場）
吹田 ： 1棟（3,237㎡、アリーナ・トレーニング室)
箕面 ： 1棟（2,540㎡、体育室・武道場・球技場・
　　　　　トレーニング場）

豊中 ： 1棟（1,386㎡、大体育室・小体育室）
箕面 ： 1面（688㎡、体育室）

豊中 ： 50m×8コース、箕面 ： 25m×7コース

守口 ： ボート（218㎡）、西宮 ： ヨット（201㎡）

豊中 ： 1棟（83㎡、7人立）
吹田 ： 1棟（762㎡、8人立）

豊中 ： 1面（445㎡、6打席）

豊中 ： (131㎡、4面）

豊中 ： 1棟（156㎡）
吹田 ： 1棟（433㎡、器具庫・更衣室）

吹田 ： 1棟（256㎡、10人立、10m）

吹田 ： 1棟（3,605㎡、14人立、30～90m）

豊中 ： 1棟（317㎡）

豊中 ： 1棟（990㎡、サークル共用室・合宿施設）

豊中 ： 1棟（137㎡）

施　設　名 概　　　要
学 生 会 館

音 楽 練 習 室 1

音 楽 練 習 室 2

茶 室

学 生 交 流 棟

サ ー ク ル 棟

合 宿 所

豊 中 福 利 会 館

図 書 館 下 食 堂

D o n D o n

カフェテリアらふぉれ

カ ル チ エ

ミュージアムカフェ坂

学 生 交 流 棟

吹 田 福 利 会 館

本 部 前 福 利 会 館

薬 学 研 究 科 食 堂

微 研 食 堂

箕 面 福 利 会 館

待兼山会館（LIBRE）

職員会館（さわらび）

職 員 食 堂（ 匠 ）

豊中 ： 1棟（1,938㎡、大集会室、小集会室）

豊中 ： 1棟（102㎡）

豊中 ： 1棟（226㎡）

豊中 ： 1棟（9㎡）

豊中 ： 3,4階（2,093㎡、共用室・練習室・和室）

箕面 ： 1棟(1,471㎡、共用室・練習室等）

箕面 ： 1棟(205㎡）

豊中 ： 食堂（528席）、書店、売店、理髪店、
　　　旅行センター、ATM

豊中 ： 食堂（360席）、売店

豊中 ： 食堂（213席）、売店、談話室

豊中 ： 食堂（320席）

豊中 ： 喫茶（24席)

豊中 ： 喫茶（40席)

豊中 ： 食堂・喫茶（509席）、ミニコンビニ

吹田 ： 食堂（563席）、書店、売店、理髪店、
　　　旅行センター
吹田 ： 食堂（136席）、喫茶（48席）、書店、売店、
　　　旅行センター、ATM

吹田 ： 食堂（137席）

吹田 ： 食堂（24席)

箕面 ： 食堂（512席)、喫茶（102席)、書籍、売店、
         旅行センター、ATM   

豊中 ： 食堂（102席）、会議室２室

吹田 ： 1棟（471㎡）

吹田 ： 1棟（465㎡）

施　設　名 概　　　要

学 生 寄 宿 舎

山 の 家

セ ミ ナ ー ハ ウ ス

外 国 人 宿 泊 施 設  

留 学 生 宿 泊 施 設

職 員 会 館

刀 根 山 寮

清 明 寮

新 稲 寮

向 陽 寮

も み じ 寮

山 の 家

ひるぜんセミナーハウス

国 際 交 流 会 館

国際交流会館吹田分館

春 日 丘 ハ ウ ス

吹 田 留 学 生 会 館

新 稲 国 際 学 生 宿 舎

箕 面 留 学 生 会 館

箕 面 国 際 学 生 宿 舎

津 雲 台 国 際 学 生 宿 舎

待 兼 山 会 館

箕 面 会 館

3棟

2棟

1棟

4棟

1棟

1棟

2棟

1棟

3棟

1棟

1棟

2棟

1棟

1棟

1棟

1棟

（2,637㎡）

（3,935㎡）

（769㎡）

(5,546㎡)

（326㎡）

（350㎡）

（7,925㎡）

（537㎡）

(2,989㎡）

（2,080㎡）

（219㎡）

（3,732㎡）

（896㎡）

（3,113㎡）

（809㎡）

（420㎡）

収容人員

収容人員

収容人員

収容人員

収容人員

収容人員

収容人員

客　   室

客　　室

客　　室

収容人員

収容人員

収容人員

収容人員

収容人員

客　   室

客　   室

142名

152名

　40名

104名

200名

36名

　14名

164室

  13室

  66室

  72名

  12名

123人

  40人

119人

  7室

  9室

□学生寄宿舎（学寮）・その他施設 □保育園

□課外活動施設等

施　設　名 名　　　称 概　　　要
た け の こ
（ 吹 田 キ ャ ン パ ス ）

ま き ば
（ 吹 田 キ ャ ン パ ス ）

ま ち か ね
（ 豊 中 キ ャ ン パ ス ）

※平成24年10月開園予定

650㎡

168㎡

658㎡

２～５ 歳   各２０人
合計80人

０歳   25人
1歳   20人
合計45人

０～５ 歳   各１０人
合計60人

施　設　名 建物延床面積 定　員

□土地・建物

吹 田 地 区

豊 中 地 区

箕 面 地 区

中之島地区

そ の 他

合 計

997,071.32

445,851.08

145,125.08

1,000.00

63,302.13
※（28,097.91）

1,652,349.61
※(28,097.91)

173,747.28

67,664.49

15,593.27

752.00

17,668.41

275,425.45

658,411.37

258,630.59

62,290.16

8,158.00

54,779.88

1,042,270.00

地 区 名 土地（㎡） 建　　　物
建（㎡） 延（㎡）

（平成24年5月1日現在）

※（　）内借用地で外数

( 男 子 ）

( 男 子 ）

（ 女 子 ）

( 男 子 ）

（ 女 子 ）
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キャンパスマップ

（至万博記念公園）

医学系研究科・医学部・同附属病院
歯学研究科・歯学部・同附属病院 

06-6877-5111（代表）
06-6879-5111（代表）

T E L

阪大本部前バス停
阪大医学部前バス停

大阪モノレール
阪大病院前駅

1
4

5

6

7

8

9

10

11

12

14

23

22

16

18

24

19

20

15

25 3

2

17

26

27

28

29

30

31

正門

体育館

東門

北門

千里門

西門

銀杏会館

まきば保育園 春日丘ハウス

コンベンションセンター

生命科学図書館
たけのこ保育園

理工学図書館

13

21

29
28

30
31

27
26
25
24
23
22
21
20
19
18
17

14

13

15
16

12
11
10
9
8
7
6
5
4
3
2
1 本 部 事 務 機 構
産学連携本部（テクノアライアンス棟）
産 学 連 携 本 部 ( Ａ 棟 ～ Ｄ 棟 ）
人 間 科 学 研 究 科・人 間 科 学 部
医 学 系 研 究 科・医 学 部（ 医 学 科 ）
医学系研究科・医学部（保健学科）
医 学 部 附 属 病 院
歯学研究科・歯学部・同附属病院
薬 学 研 究 科 ・ 薬 学 部
工 学 研 究 科 ・ 工 学 部
生 命 機 能 研 究 科
情 報 科 学 研 究 科
大阪大学・金沢大学・浜松医科大学・
千葉大学・福井大学連合小児発達学研究科
微 生 物 病 研 究 所
蛋 白 質 研 究 所
低 温 セ ン タ ー
ラジオアイソトープ総合センター
環 境 安 全 研 究 管 理 セ ン タ ー
国 際 教 育 交 流 セ ン タ ー
生 物 工 学 国 際 交 流 セ ン タ ー
臨床医工学融合研究教育センター
グローバルコラボレーションセンター
環境イノベーションデザインセンター
レーザーエネルギー学研究センター
免疫学フロンティア研究センター
産 業 科 学 研 究 所
社 会 経 済 研 究 所
接 合 科 学 研 究 所
超 高 圧 電 子 顕 微 鏡 セ ン タ ー
サ イ バ ー メ デ ィ ア セ ン タ ー
核 物 理 研 究 セ ン タ ー

□吹田キャンパス

◆最寄駅
アクセス

①阪急電車千里線北千里駅下車、東へ
徒歩約20分
②大阪モノレール阪大病院前駅下車
③地下鉄御堂筋線千里中央駅発、
　阪急バス「阪大本部前行」または「茨
木美穂ヶ丘行」乗車、阪大本部前下車
④阪急電車京都線茨木市駅発、近鉄バ
ス「阪大本部前行」乗車､阪大本部前
下車
⑤JR東海道線茨木駅発、近鉄バス「阪
大本部前行」乗車､阪大本部前下車
⑥阪急電車千里線北千里駅発、阪急バ
ス「阪大医学部病院前行」乗車、阪大
本部前下車

N

GSEコモン



半町交差点
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駅 大阪大学

豊中キャンパス

至梅田

蛍池駅

蛍池駅

柴原体育館前
交差点

大阪モノレール

阪大前南交差点阪大前南交差点
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里
中
央
・
阪
大
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前
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吹
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ス
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面
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箕面
線N

阪大下交差点
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急
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塚
線 柴原駅
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大阪空港大阪空港

大阪空港駅

中央環状線中央環状線
中国自動車道中国自動車道

3130

06 -6850-6111 （代表）
T E L

21
20
19
18
17

14
13

15
16

12
11
10
9
8
7
6
5
4
3
2
1 附 属 図 書 館
文 学 研 究 科 ・ 文 学 部
法 学 研 究 科 ・ 法 学 部
経 済 学 研 究 科 ・ 経 済 学 部
理 学 研 究 科 ・ 理 学 部
基 礎 工 学 研 究 科 ・ 基 礎 工 学 部
言 語 文 化 研 究 科
国 際 公 共 政 策 研 究 科
高 等 司 法 研 究 科
極 限 量 子 科 学 研 究 セ ン タ ー
太陽エネルギー化学研究センター
総 合 学 術 博 物 館
全 学 教 育 推 進 機 構
保 健 セ ン タ ー
コミュニケーションデザイン・センター
金 融 ・ 保 険 教 育 研 究 セ ン タ ー
科学教育機器リノベーションセンター
ナノサイエンスデザイン教育研究センター
知 的 財 産 セ ン タ ー
２ １ 世 紀 懐 徳 堂
適 塾 記 念 セ ン タ ー

□豊中キャンパス

◆最寄駅
アクセス

①阪急電車宝塚線石橋駅下車、東へ
徒歩約15分
②大阪モノレール柴原駅下車、西へ徒
歩約10分

阪急石橋駅

大阪モノレール
柴原駅

12

3

5

6

7

8
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正門

柴原口

石橋門

国際交流会館

大阪大学会館

学生交流棟

シグマホール

N
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今宮

粟生間谷

粟生間谷東

清水

至
京
都小野原

至阪大病院前（吹田キャンパス）方面

彩都西駅

外院3

大阪モノレール
彩都線

豊川駅

大阪大学
箕面
キャンパス

N

N
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JR新福島
駅

JR東西線
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土佐堀川

JR北新地駅
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橋
駅

肥
後
橋
駅

土佐堀通

西
梅
田

四
ツ
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筋

な
に
わ
筋

梅
田

地
下
鉄
四
つ
橋
線

地
下
鉄
御
堂
筋
線

御
堂
筋

阪神福島
駅

阪神高速池田線

阪神梅田
駅

JR大阪駅

阪神本線

京阪渡辺橋駅 京阪大江橋駅

大阪大学
中之島センター

3332

キャンパスマップ

072-730- 5111 （代表）
T E L

2
1 外 国 語 学 部
日 本 語 日 本 文 化 教 育 セ ン タ ー

□箕面キャンパス

□中之島キャンパス

◆最寄駅

アクセス

①大阪モノレール彩都西駅下車、西へ
徒歩約15分
②阪急電車千里線北千里駅発、阪急
バス「阪大外国語学部前行」乗車、
　阪大外国語学部前下車または「間谷
住宅行」乗車、間谷住宅４下車
③地下鉄御堂筋線千里中央駅発、阪
急バス「阪大外国語学部前行」乗車、
阪大外国語学部前下車または「間谷
住宅行」乗車、間谷住宅４下車

06-6444- 2100 （代表）
T E L

◆最寄駅

アクセス

①京阪中之島線中之島駅下車、徒歩
約5分
②阪神本線福島駅下車、徒歩約9分
③JR東西線新福島駅下車、徒歩約9分
④JR環状線福島駅下車、徒歩約12分
⑤地下鉄四つ橋線肥後橋駅下車、徒
歩約10分
⑥地下鉄御堂筋線淀屋橋下車、徒歩
約16分

大阪モノレール
彩都西駅

1

2

正門

大阪外国語大学記念会館

外国学図書館

管理棟

N



至
宝
塚

至
宝
塚

箕面駅

石橋

大阪空港

柴原

千里中央蛍池

江坂

山田

北千里
阪大病院前

万博記念公園

彩都西

茨木市茨木

南茨木

淡路

天神橋筋六丁目

十三

尼崎

尼崎

西九条

西梅田

中之島

淀屋橋 北浜

JR学研都市線

JR大和路線

近鉄奈良線近鉄難波線

地下鉄中央線

ニュートラム

京阪本線

バス路線 バス路線

バス路線 バス路線

JR大和路線

JR関西空港線

JR阪和線

JR東西線

JR環状線

JR環状線

JR神戸線

JR宝塚線

山陽新幹線

阪神本線

阪急神戸線

阪急宝塚線 阪急箕面線

阪急宝塚線

阪急京都線

東海道新幹線

JR東海道線

大阪モノレール

大阪モノレール

天満橋

京橋

森ノ宮

鶴橋

動物園前

天下茶屋住之江公園

弁天町

なんば

本　　町

新 大 阪
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コスモスクエア
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阪
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線

南海電鉄空港線

3332

アクセス
□広域マップ

豊中キャンパス

箕面キャンパス

吹田キャンパス

中之島センター
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